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平成２６年陸別町議会９月定例会会議録（第３号）

招 集 の 場 所 陸 別 町 役 場 議 場

開 閉 会 日 時 開会 平成26年９月11日 午前10時00分 議 長 宮 川 寛

及 び 宣 告 延会 平成26年９月11日 午後３時15分 議 長 宮 川 寛

応（不応）招議 議席 出席等 議席 出席等
員 及 び 出 席 並 氏 名 氏 名
び に 欠 席 議 員 番号 の 別 番号 の 別

出席 ７人 １ 本 田 学 ○ ８ 宮 川 寛 ○

欠席 １人 ２ 古 田 英 一 ○

凡例 ３ 多 胡 裕 司 ○

○ ４ 野 尻 秀 隆 ○出席を示す

▲ ５ 七 戸 一 登 ▲欠席を示す

× ６ 村 松 正 敏 ○不応招を示す

公▲○ ７ 河 瀬 洋 美 ○公務欠席を示す

会議録署名議員 野 尻 秀 隆 村 松 正 敏

職務のため議場に 事務局長 書 記
出席した者の職氏名 吉 田 功 吉 田 利 之

町 長 金 澤 紘 一 教 育 委 員 長 石 橋 勉法第１２１条の規定

監 査 委 員 飯 尾 清 多 胡 裕 司により出席した者の 農業委員会長（議員兼職）

職氏名

副 町 長 佐 々 木 敏 治 会 計 管 理 者 芳 賀 均町長の委任を受けて

総 務 課 長 早 坂 政 志 町 民 課 長 ( 芳 賀 均 )出席した者の職氏名

産 業 振 興 課 長 副 島 俊 樹 建 設 課 長 高 橋 豊

丹 野 景 広 ( 丹 野 景 広 )保健福祉センター次長 国保関寛斎診療所事務長

総 務 課 主 幹 空 井 猛 壽

教 育 長 野 下 純 一 教 委 次 長 有 田 勝 彦教育委員長の委任を

受けて出席した者の

職氏名

農業委員会会長の

委任を受けて出席し

た者の職氏名

議 事 日 程 別紙のとおり

会 議 に 付 し た 事 件 別紙のとおり

会 議 の 経 過 別紙のとおり
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◎議事日程

日程 議 案 番 号 件 名

１ 会議録署名議員の指名

２ 追加議案の取扱いについて

追加
議 案 第 ７ ２ 号 平成２６年度陸別町一般会計補正予算（第８号）

１

３ 議 案 第 ６ ３ 号 平成２５年度陸別町一般会計歳入歳出決算認定について

平成２５年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出
４ 議 案 第 ６ ４ 号

決算認定について

平成２５年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計
５ 議 案 第 ６ ５ 号

歳入歳出決算認定について

平成２５年度陸別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定
６ 議 案 第 ６ ６ 号

について

平成２５年度陸別町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認
７ 議 案 第 ６ ７ 号

定について

平成２５年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算
８ 議 案 第 ６ ８ 号

認定について

平成２５年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認
９ 議 案 第 ６ ９ 号

定について

◎会議に付した事件

議事日程のとおり
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開議 午前１０時００分

────────────────────────────────────

◎諸般の報告

────────────────────────────────────

○事務局長（吉田 功君） 会議に入る前に、諸報告つづりの中で、業務発注一覧表の内

容について一部誤りがあったということで、修正版がお手元に届いていると思います。こ

の修正箇所の内容について、担当課長より説明をしてもらいたいと思います。

○総務課長（早坂政志君） 皆さん、おはようございます。

会議の冒頭で大変恐縮ですが、事前に配付されておりました定例会の諸般諸報告の２枚

目、諸報告つづりの４枚目になります。

平成２６年度事業発注一覧表の総務課分につきまして、誤りがありましたので御報告を

させていただきます。

本日、皆様の机上に修正版を配付させていただいておりますが、修正番号６番、一番上

の事業ですけれども、契約年月日が平成２５年３月２６日となっておりましたので、平成

２６年６月５日に訂正をしております。それから、契約期間が平成２５年４月１日から平

成２６年３月３１日となっておりましたので、こちらも平成２６年６月５日から平成２６

年９月３０日に修正をさせていただいておりますので、書面の差しかえをお願いいたしま

す。

本件につきましては、当方の単純なチェックミスでございまして、皆様には大変御迷惑

をおかけしましたことをおわび申し上げます。以後、このようなことがないように確認等

十分に行ってまいりたいと思います。

以上でございます。

○議長（宮川 寛君） 七戸議員より、欠席する旨届け出がありました。

棟方農業委員会事務局長より、欠席する旨報告がありました。

────────────────────────────────────

◎開議宣告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） これより、本日の会議を開きます。

────────────────────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、４番野尻議員、６番村松議員を指名します。

────────────────────────────────────

◎日程第２ 追加議案の取扱いについて

────────────────────────────────────
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○議長（宮川 寛君） 日程第２ 追加議案の取扱いについてを議題とします。

本定例会にかかわり、昨日、町長から議案第７２号が追加で提出されました。この件に

ついて、本日、議会運営委員会を開催し、取り扱いを協議しておりますので、委員長より

報告を求めたいと思います。

村松委員長。

○６番（村松正敏君）〔登壇〕 ９月定例会の運営において、追加提出のありました議案

の取り扱いを、本日、議会運営委員会において慎重に協議しましたので、その結果につい

て報告いたします。

追加のありました議案については、議案第７２号平成２６年度陸別町一般会計補正予算

１件であります。これを本日の最初の議事日程に組み入れ、お手元に配付しております日

程表のとおり審議するものといたします。

以上のとおりでありますので、議員各位におかれましては特段の御協力をお願い申し上

げ、報告といたします。

○議長（宮川 寛君） お諮りします。

ただいまの議会運営委員長からの報告のとおり、議案第７２号を本日の日程に組み入れ

て、日程表のとおり議題にしたいと思います。御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第７２号を本日の議題とすることに決定しました。

────────────────────────────────────

◎追加日程第１ 議案第７２号平成２６年度陸別町一般会計補正予算

（第８号）

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 追加日程第１ 議案第７２号平成２６年度陸別町一般会計補正予

算（第８号）を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

金澤町長。

○町長（金澤紘一君）〔登壇〕 議案第７２号平成２６年度陸別町一般会計補正予算（第

８号）についてでございますが、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ８５万円を追加

いたしまして、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４５億９,０１６万円とするものでござい

ます。

内容につきましては、副町長のほうから説明をいたしたいと存じますので、御審議のほ

どよろしくお願い申し上げます。

○議長（宮川 寛君） 佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、議案第７２号について御説明を申し上げます。

議案第７２号平成２６年度陸別町の一般会計補正予算（第８号）は、次に定めるところ
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による。

歳入歳出予算の補正。

第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

それでは、事項別明細書、歳出、５ページをお開きください。

５ページ、歳出です。

２、歳出。

２款総務費１項総務管理費１１目交流センター管理費１８節備品購入費、管理用備品の

購入でして、８５万円の計上であります。

実は、オーロラハウスの２階の厨房室にあります冷凍冷蔵庫ですが、温度調整がきかな

くなってきておりまして、今、料理などを出すときにちょっと支障が出てきている状況に

ございます。

この冷凍冷蔵庫は、オープン時からの設置でありまして、現在２１年経過をしていると

いうこともございます。したがって、部品を交換するにも部品がない。メーカーからもそ

のように言われております。あわせて、冷蔵用のフロンガス、それも今、国の規制によっ

て使えないということがメーカーからも言われているということで、今更新しないと、今

後、施設の運営にも支障を来すということでもございましたので、今回、追加ということ

でお願いをしているところであります。

財源につきましては、４ページ、歳入になりますけれども、９款地方交付税１項地方交

付税、普通地方交付税で８５万円を充当したいという考え方であります。

なお、補正後の普通交付税の額につきましては２０億７,３２６万６,０００円ですの

で、補正後の確定額との差し引き９,４８２万円を留保しているということになります。

以上、簡単な説明で恐縮ですけれども、説明を終わらせていただきます。

以後、御質問によってお答えをしたいと思っておりますので、御審議のほどよろしくお

願い申し上げます。

以上です。

○議長（宮川 寛君） これから、質疑を行います。

質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） なければ、これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認め、これで終わります。

これから、議案第７２号平成２６年度陸別町一般会計補正予算（第８号）を採決しま

す。
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お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第７２号は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第 ３ 議案第６３号平成２５年度陸別町一般会計歳入歳出決

算認定について

◎日程第 ４ 議案第６４号平成２５年度陸別町国民健康保険事業勘

定特別会計歳入歳出決算認定について

◎日程第 ５ 議案第６５号平成２５年度陸別町国民健康保険直営診

療施設勘定特別会計歳入歳出決算認定について

◎日程第 ６ 議案第６６号平成２５年度陸別町簡易水道事業特別会

計歳入歳出決算認定について

◎日程第 ７ 議案第６７号平成２５年度陸別町公共下水道事業特別

会計歳入歳出決算認定について

◎日程第 ８ 議案第６８号平成２５年度陸別町介護保険事業勘定特

別会計歳入歳出決算認定について

◎日程第 ９ 議案第６９号平成２５年度陸別町後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算認定について

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第３ 議案第６３号平成２５年度陸別町一般会計歳入歳出決

算認定についてから日程第９ 議案６９号平成２５年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算認定についてまで、７件を一括議題とします。

提案理由の説明を求めます。

金澤町長。

○町長（金澤紘一君）〔登壇〕 議案第６３号平成２５年度陸別町一般会計歳入歳出決算

認定について、続きまして、議案第６４号平成２５年度陸別町国民健康保険事業勘定特別

会計歳入歳出決算認定について、議案第６５号平成２５年度陸別町国民健康保険直営診療

施設勘定特別会計歳入歳出決算認定について、議案第６６号平成２５年度陸別町簡易水道

事業特別会計歳入歳出決算認定について、議案第６７号平成２５年度陸別町公共下水道事

業特別会計歳入歳出決算認定について、議案第６８号平成２５年度陸別町介護保険事業勘

定特別会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第６９号平成２５年度陸別町後

期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、以上、議案第６３号から議案第６９号

まで、７件一括、別紙監査委員の意見を付しまして、議会の認定を求めるものでございま

す。
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内容につきましては、副町長のほうから説明をいたしますので、御審議のほどよろしく

お願い申し上げます。

○議長（宮川 寛君） 佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、議案第６３号から第６９号について、一括説明を

させていただきます。

まず、議案第６３号平成２５年度陸別町一般会計歳入歳出決算認定についてであります

けれども、資料の８をお開きいただきたいと思います。

説明資料８は、平成２５年度の歳出決算資料でして、各課配当別予算に係る決算の数値

であります。したがって、各科目ごとの決算額とは違いますので、その点、御理解をいた

だきたいと思います。

まずは一般会計、特別会計と分かれておりまして、まず総務課でいきますと、予算額で

すが、２６億７,１２６万７,７０６円に対して決算額は２５億７,７４１万９,９５９円

で、執行率は９６.５％となります。ちなみに繰越明許費７,８６８万７,０００円は、こ

れは平成２６年度に繰り越しとなりますけれども、予算額の中に含まれている数字となり

ます。

それから、町民課につきましては、２億３,２１７万５,６９４円に対して２億２,８３

４万５,７２８円で９８.４％の執行率となっております。それから、町民課につきまして

は、特別会計、二つの会計を持っておりまして、まず国保会計ですが、４億６,６０１万

６,０００円に対して決算額が４億５,２９７万３,２３９円、国保会計につきましては９

７.２％の執行率となっております。それから、後期高齢者の特別会計ですが、３,７５０

万９,０００円、決算額が３,７１０万３,８８０円で、９８.９％の執行率となっておりま

す。

それから、保健福祉センターですが、予算額３億４４８万１００円に対して決算額が２

億９,４９８万５,５３８円で、９６.９％の執行率。保健福祉センターにつきましては、

介護保険特別会計も持っておりますので、２億５,６２８万７,０００円の予算に対して２

億５,０９１万１,７２２円で、９７.９％の執行率となります。

産業振興課につきましては、５億７,５４５万３,７４０円に対して決算額５億５,７７

６万７,８８１円で、９６.９％の執行率となります。

建設課につきましては、５億６,１２７万７,７６０円に対して決算額５億３,８１８万

２,４１７円でして、９５.９％の執行率となります。繰越明許費が１,１４３万４,７００

円ございます。

特別会計では、簡易水道特別会計と下水道特別会計がございまして、簡易水道につきま

しては、１億６,６４９万円に対して１億６,２５０万５,７６２円で９７.６％の執行率、

下水道特別会計につきましては、１億２,５３０万８,０００円の予算に対して１億２,３

１９万５,８１９円、９８.３％の執行率となります。

教育委員会につきましては、１億３,２９２万５,５００円の予算に対して１億２,５６
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７万６,４０７円、９４.５％の執行率です。

直診会計につきましては、４億８７３万５,０００円の予算に対して４億１７５万２,７

１５円で、９８.３％の執行率。

議会につきましては、３,７５３万８,０００円に対して３,６７３万９,５１５円でし

て、９７.９％の執行率となります。

監査につきましては、２０１万９,０００に対して１９８万８,１２０円で、９８.５％

の執行率。

選挙管理委員会につきましては、４３３万４,０００円の予算に対して３４４万１,５８

６円でして、７９.４％の執行率。

農業委員会につきましては、８３５万５,０００円の予算に対して８０８万９,５００円

の決算額で、９６.８％の執行率となります。

一般会計合計４５億２,９８２万６,５００円の予算に対して４３億７,２６３万６,６５

１円、９６.５％の執行率となります。

繰越明許費合計９,０１２万１,７００円につきましては、平成２６年度への繰り越しと

なります。

それから、特別会計の合計につきましては、１４億６,０３４万５,０００円の予算額に

対して１４億２,８４４万３,１３７円の決算額で、９７.８％の執行率となります。

下の表になりまして、一般会計と特別会計を合わせた陸別町全体の歳出決算額の表であ

りますけれども、予算額合計５９億９,０１７万１,５００円の予算に対して決算額が５８

億１０７万９,７８８円の決算額で、９６.８％の執行率となります。

下に書いてあるとおり、一般会計については各課の配当決算額を記載しておりまして、

一般職、特別職の人件費については総務課のほうに含まれてございますし、総務課と町民

課に係る、一部出納課もありますけれども、時間外勤務手当、それらについては総務課に

入っておりますけれども、それ以外については各課に配当されております。特別会計につ

いては、人件費も全て特別会計に含んでございます。

次のナンバー９をお開きください。

ナンバー９は、一般会計歳出決算額に対する財源内訳ということで、左の決算額、繰越

明許費、不用額については前のナンバー８の数値と同じでございます。右側の歳出総額、

財源内訳、一般財源、特定財源、これは財政状況調査から記載をしておりますので、金額

は千円単位になっておりますので御了承ください。

総務課においては、２５億７,７４２万円の歳出総額に対して、財源内訳としては、特

定財源が２億２,３２９万４,０００円、これは全課にもまたぎますけれども、特定財源と

しては、分担金ですとか使用料、手数料、国、道などの補助金、それから起債、基金など

が特定財源として入ってきます。総務課で、一般財源として２３億５,４１２万６,０００

円と、歳入が多いわけですが、これには地方交付税も入ってきますので、したがってこの

分が総務課としてはふえると。そのふえた分について、各課のほうに一般財源として振り
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分けされて、執行されているということになります。

それから、町民課については、２億２,８３４万６,０００円の歳出総額に対して特定財

源が７,３４６万５,０００円、一般財源が１億５,４８８万１,０００円。町民課も歳入が

多いですが、これも町税などが入っていますので、その分、歳入がふえているということ

になります。

それから、保健福祉センターにつきましては、２億９,４９８万６,０００円の歳出総額

に対して、特定財源が１億５,１６０万６,０００円、一般財源が１億４,３３８万円で

す。

それから、産業振興課については、特定財源が３億６,８９３万円、一般財源が１億８,

８８３万８,０００円。

建設課については、特定財源が３億２,８１１万５,０００円で、一般財源が２億１,０

０６万７,０００円。

教育委員会につきましては、特定財源が２,９２７万８,０００円で、一般財源が９,６

３９万８,０００円。

議会費、監査委員費については、一般財源充当となります。

選挙管理委員会につきましては、３１６万８,０００円の特定財源。これは、昨年、参

議院選挙がありましたので、その委託金が特定財源として入っています。一般財源は２７

万４,０００円。

農業委員会につきましては、特定財源が３１２万９,０００円で、一般財源が４９６万

円。

合わせまして、一般会計の特定財源というのは１１億８,０９８万５,０００円、一般財

源が３１億９,１６５万２,０００円となります。この一般財源、特定財源を合わせたもの

が、歳出総額の４３億７,２６３万７,０００円に一致します。

この下に、一般財源総額として３２億７,１４９万円というのがございます。これは、

全体の一般財源への収入になりまして、この金額と一般財源の合計３１億９,１６５万２,

０００円を差し引きしますと、７,９８３万円が差額として出ます。つまり、これが歳入

歳出差引額ということになりまして、これから決算書に出てきます数値と一致してきま

す。

この下、二重丸の２行目ですけれども、歳入決算額４４億５,２４７万５,０８３円から

歳出の決算額４３億７,２６３万６,６５１円を引いた７,９８３万８,４３２円と、先ほど

言った７,９８３万円は一致するということになります。これから繰越明許費の繰越額９

３２万１,７００円と基金積立金、財政調整基金に積んでいますが、それが４,０００万円

ございますけれども、それを控除した３,０５１万６,７３２円が平成２６年度へ繰り越し

となります。

それから、次のページ、ナンバー１０になります。

ナンバー１０につきましては、繰越明許費の一覧でございまして、下の表が平成２５年
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度からの繰越明許事業の実績一覧となります。

加工センター、住宅建設費、それぞれございまして、合わせて予算額３,９４０万９,５

００円の繰越額に対して、実績として３,８５７万４,７５０円、国庫支出金が１,３０５

万円、不足分が一般財源として２,５５２万４,７５０円となります。

なお、加工センターにつきましては、歳出の７２ページ、７６ページにこの金額が出て

きます。それから、住宅建設費、社会資本整備事業につきましては、繰越額ですけれど

も、歳出の８４ページ、８８ページに出てきます。それから、特定財源１,３０５万円に

ついては、歳入の２０ページに出てきます。それから、給食センター事業の繰越額７０８

万円については、歳出の９２ページ、１０４ページにこの数字が出てきます。繰越合計額

については、先ほど言いましたけれども、３,９４０万９,５００円については、歳入の３

６ページ、歳出の１０８ページにこの数字が出てきます。

上の表は、平成２６年度への繰越明許費事業の一覧でございます。

町有建物解体事業９１８万円、これは歳出の４３ページに出てきます。それから、道営

担い手畑地帯総合整備事業、第２トラリ地区の関係ですが２２５万４,７００円、これは

歳出の７３ページ、７７ページにこの数字が出てきます。それから、消防費の臨時的経

費、これは消防広域化に伴う消防無線のデジタル化の負担金ですが、７,８６８万７,００

０円、これは歳出の９１ページに出てきます。合わせて９,０１２万１,７００円の繰り越

しとなります。

それで、財源充当の内訳の中で、道営担い手の関係で２２０万円起債がございます。そ

れから、デジタルの関係で７,８６０万円、合わせて８,０８０万円が未収入の特定財源と

して平成２６年度に行くと。それで、一般財源の合計９３２万１,７００円、これは決算

書の１１０ページのほうの金額と一致します。つまりこれは、収入済みの一般財源とし

て、この財源が平成２６年度に繰り越していくということになります。したがって、１１

０ページの翌年度への繰り越しすべき財源の額と一致します。

それでは、決算書の１２１ページ、資料から説明をさせていただきたいと思います。

１２１ページは説明資料として、第１表から第６表の表とページ数を記載しておりまし

て、次のページ、１２２ページから説明をさせていただきます。

１２２ページ、第１表、平成２５年度歳入歳出決算の総括でありまして、予算額４５億

２,９８２万６,５００円に対しまして、決算額、先ほども説明させていただきましたけれ

ども、歳入４４億５,２４７万５,０８３円、歳出が４３億７,２６３万６,６５１円で、差

し引き７,９８３万８,４３２円となります。先ほども説明させていただきましたけれど

も、この金額から翌年度へ繰り越すべき一般財源９３２万１,７００円と財政調整基金に

積んだ４,０００万円、これを差し引いた３,０５１万６,７３２円が平成２６年度への繰

越金となります。歳入については、予算に対して９８.３％の収入、歳出については９６.

５％の執行率となります。

第２表の歳入実績最近年度比較表でありますけれども、町税から町債までございます。
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町税については、収入済額が３億６８万６,２６８円、不納欠損額が１５万２,５９６円、

不納欠損につきましては６件であります。前年度４件でしたから、２件ふえております。

それから、収入未済額１５３万１,４６６円、これは２０８件であります。前年度が２１

９件でありましたので、１１件の減となっております。あと、国からの交付金、地方交付

税などがございますけれども、町税、分担金、負担金、使用料、手数料、財産収入、寄附

金、繰入金、繰越金、諸収入、これは一応、通称自主財源としておりまして、平成２５年

度のこの合計の比率、割合は、自主財源については２０.８％と、歳入の中では占めてお

ります。したがって、自主財源以外の地方譲与税から交通安全対策交付金、国庫支出金、

道支出金、町債、これらは依存財源、つまり国、道への依存財源ということになりまし

て、陸別町が勝手に金額を決められないということがございますけれども、その率が７

９.２％となっております。したがって、自主財源の比率については、平成２４年度から

見ると２.５ポイント下回りまして、逆に依存財源のほうで２.５ポイント上がっていると

いう状況がございます。

この表でおわかりのとおり、地方交付税については、町の歳入の中で５８.２％の割合

を示しているということになります。町税については、３番目の割合になります。

次の１２４ページ、第３表、歳出実績でございますけれども、これは各科目ごとの予算

額に対する支出済額であります。

それから、第４表が町税徴収実績表でありまして、現年度分と滞納繰越分でございま

す。

まず、町民税の収入済額は、１億１,３５６万５,７１７円。内訳として、個人分が９,

９５９万３,６１７円、法人分が１,３９７万２,１００円、滞納繰越分については７１万

１,９４０円の収入。内訳として、個人が７０万７４０円、法人分が１万１,２００円とな

ります。それで、町民税の現年分のところで収入未済額が５３万４２６円ありますが、こ

れは１法人１２人、３４件の未収でございます。それから、滞納繰越分の収入未済額は１

６人の４７件分でございます。その内訳として、個人で現年分が３７万４,４２６円です

が、１２人の３３件、法人分については、１法人１件、１５万６,０００円となります。

それから、滞納繰越分のほうの個人については、まず不納欠損が１件ございます。それか

ら、収入未済額３６万２,１１５円で、１６人の４６件。それから、法人分が１法人１件

の１４万４,８００円でございます。

固定資産税については、収入済額が１億５,７６３万３,６００円、不納欠損が１件、１

万４,７００円。収入未済が１８万８,０００円あります。これは９人の４１件。それか

ら、滞納繰越分は収入済額が８万９,５７５円、不納欠損４件、１０万９,８００円。収入

未済額については、２８万５２５円、１８人の８２件でございます。

それから、軽自動車税については、収入済額が４７６万５,２００円、未収が２万１,６

００円ございます。これは３人３件であります。滞納繰越分では、収入済額が１万１,２

００円で、未収が１件の４,０００円ございます。それから、たばこ税は、２,３９０万
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９,０３６円で１００％の収入となります。

合計、収入済額が、現年分が２億９,９８７万３,５５３円、不納欠損が１件の１万４,

７００円、収入未済額が１法人２４人７８件、７４万２６円です。滞納繰越分につきまし

ては、収入済額合計が８１万２,７１５円、不納欠損が５件、１３万７,８９６円、収入未

済額が１法人３５人１３０件、７９万１,４４０円となります。

次のページ、１２６ページは、第５表の歳出性質分析表でありまして、これは財政状況

からの表でありますけれども、この中で、昨年も説明させていただきましたけれども、人

件費、扶助費、公債費、これは地方自治体の義務的経費と言われるものでありまして、こ

れは額が１３億５,８８８万３,０００円であります。それで、先ほど説明しましたけれど

も、自主財源、町単独で収入できる金額ですが、これが９億２,７８７万５,３４１円とい

うことで、義務的経費に対する支払いが町単独の収入だけではやっていけないということ

がこの表でわかります。

１２７ページは、最近５カ年の決算額調べでありますので、御参照いただきたいと思い

ます。

それでは、歳入の８ページにお戻りください。

決算書、歳入８ページです。

１款町税でございます。

先ほど説明させていただきましたけれども、町税、収入済額が３億６８万６,２６８円

で、９９.４％の収納になります。不納欠損は６件１５万２,５９６円、収入未済額１５３

万１,４６６円で、２法人５９人２０８件となります。

町税の１人当たりの金額をちょっと算出してみましたけれども、４月１日現在の人口で

はちょっと算出できなかったものですから、直近の数字ということで、平成２５年３月３

１日の人口で割り返ししましたところ、１人当たり１１万５,１１７円の収入、町税とな

ります。

それから、１項の町民税は、１億１,４２７万７,６５７円で９６.４％。不納欠損が１

件２万８,０９６円、収入未済額が１０３万７,３４１円で、２法人２８人８１件となりま

す。

１目の個人ですが、現年分が９,９５９万３,６１７円、９９.６％の収納率で、収入未

済額３７万４,４２６円で１２人３３件ですが、８月末現在で８人１１件、９万８,２４２

円が収入済であります。それから、２節の滞納繰越分７０万７４０円、不納欠損が１件の

２万８,０９６円で、収入未済が３６万２,１１５円、１６人の４６件ですが、８月末まで

に４人１０件７万３,２８９円の収入済であります。

２目の法人税について、収入済額が１,３９８万３,３００円で、収入未済が３０万８０

０円、２法人２件でございます。現年分が１,３９７万２,１００円で、収入未済が１５万

６,０００円、１法人１件です。滞納繰越分は１万１,２００円、未収が１４万４,８００

円、１法人１件です。
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それから、固定資産税については、１億５,７７２万３,１７５円で、不納欠損が１２万

４,５００円。これは５件です。それから、収入未済が４６万８,５２５円、２７人１２３

件です。それから、現年分は１億５,１２２万２,６００円で、不納欠損が１件１万４,７

００円、収入未済が１８万８,０００円で、９人４１件です。なお、８月末までに１人３

件８,１００円入金済みです。それから、滞納繰越分８万９,５７５円、不納欠損が４件１

０万９,８００円、未収が２８万５２５円、１８人８２件で、８月までに４人１３件、７

万９,９００円が入金済みです。なお、滞納繰越分８万９,５７５円の中には、税滞納整理

機構から２件、１万９００円も入ってございます。

それから、軽自動車税は４７７万６,４００円の収入で、未収２万５,６００円、４人４

件です。現年分で４７６万５,２００円で未収が２万１,６００円、３人３件ですが、８月

までに１人１件７,２００円の入金がございました。滞納繰越分１万１,２００円の収入、

未収、１人１件４,０００円。これについても、１万１,２００円の中には税滞納整理機構

から１件４,０００円の入金がございます。

なお、資料の１１－１、２、１２、１３に町税の調定・収入状況調書と、それから税滞

納整理機構の引き継ぎ状況、収納状況一覧、不納欠損の状況がありますので、後ほどごら

んをいただきたいと思います。

次のページ、たばこ税ですが、現年分で２,３９０万９,０３６円で、これは１００％の

収入となります。

２款地方譲与税、自動車重量譲与税は、ここに記載の金額です。

地方揮発油譲与税も、２,２９４万４,０００円の決算額です。

３款利子割交付金、これについても６８万１,０００円の決算です。

４款配当割交付金５９万３,０００円も、この決算で終わっています。

それから、次のページ、５款株式等譲渡所得割交付金８１万円、前年度より７３万１,

０００円ほど増となっております。

６款地方消費税交付金につきましては、２,６４１万円で決算を終わっております。

７款自動車取得税交付金についても、１,９３１万８,０００円で決算を終えています。

８款地方特例交付金については、３６万７,０００円であります。

９款地方交付税につきましては、資料ナンバー１５に、平成１９年度からの推移などを

載せておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

地方交付税につきましては、２５億９,０１３万５,０００円で決算を終えておりますけ

れども、内訳として、普通交付税が２３億５,０１４万６,０００円、特別交付税が２億

３,９９８万９,０００円で終えております。

なお、参考までですが、先ほど町税で申し上げました平成２５年３月３１日現在の人口

で普通交付税を割り返しますと、１人当たり８９万９,７５０円の交付税を充てられたと

いうことになります。

それから、１０款交通安全対策特別交付金、これは交通違反の反則金などを財源とし
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て、一定の計算で交付されますけれども、５２万３,０００円の交付であります。

それから、１１款分担金及び負担金５５３万３８４円。特に、ここは前年度から見ると

５,５８０万円ほど減額になっておりますが、その要因は２４年度までの農業分担金でし

て、畜産担い手事業の受益者分担金がなくなったということで、その分が大きく落ちてお

ります。

それから、総務費分担金１５２万１,８１８円。これは、ＵＨＢ、ＨＴＢの地上デジタ

ル中継局の施設整備分担金でして、平成２６年度で終了の予定です。

それから、負担金の老人福祉費負担金４００万８,５６６円。これは、老人福祉施設の

入所者の措置費等の徴収金で、町外の老人ホームに入所している方の分ですが、８名分の

負担金。

それから、１２款使用料及び手数料、１項使用料の１目総務使用料、行政財産使用料６

２８万９,６８８円。これは、役場庁舎ですとか町有地、天文台、ふるさと交流センター

など１３施設の使用料になります。それから、福祉館等使用料２万４,９５０円。これ

は、目的外使用の使用料となります。それから、次のページ、１７ページ、３節のタウン

ホール使用料１４万２,３５０円、それから４節のふるさと交流センター使用料１,４５２

万５,２００円。これは、資料の２０－１管理費内訳、それから２０－２に利用状況を資

料として出しておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思いますが、交流センター

の利用者、平成２５年度の確定が３,９８９人ということで、約２００人弱の利用増がご

ざいました。それから、銀河の森宇宙地球科学館等使用料１,６１２万５,２５０円。これ

は、天文台の使用料とコテージの使用料でございまして、前年度よりも５８万円ほどふえ

ております。これは、大きい要因としては、コテージが６７２棟の利用がございまして、

前年度より３２棟の利用増がありました。したがって、その分がふえていると。

それから、２目民生使用料の老人福祉使用料２５９万３,８００円。これは、福寿荘入

居者６名分の使用料。児童福祉使用料、７９９万５００円。これは、保育所の使用料であ

りまして、３世帯８万円の未収がございましたが、８月までに全額完納となっておりま

す。ちなみに、保育所のことしの３月２５日卒園式現在の園児の数ですけれども、２歳児

が１９人、３歳児が１４人、４歳児が２２人、５歳児が１５人で、計７０人となっており

ます。それから、福祉住宅使用料６７万６,７００円。これは、からまつ荘入居者６世帯

分です。

それから、３目衛生使用料、保健衛生使用料２２０万８,８７０円。これは、内訳とし

ては、公衆浴場使用料が２１８万８,８７０円、墓地使用料が２万円です。それから、水

道使用料３７６万２,８７０円。これは、小利別専用水道の使用料でありまして、４０８

件分です。

それから、４目農林水産使用料、農林水産使用料２２万５,９４０円、これは、加工セ

ンターの使用料となります。それから、営農用水使用料５０６万２,１５０円。これは、

上陸別地区の使用料４４９件３０７万４,１３０円、それから、トラリ地区が２５２件の
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１９８万８,０２０円となります。

それから、５目商工使用料の公園使用料は１３万９８２円。これは、イベント広場など

の使用料であります。

６目の土木使用料１節の道路橋りょう使用料２２３万７,１２６円は、町道占用料とな

ります。それから、その下の河川使用料６万１,７８２円は、町が管理する河川の占用料

であります。それから、３節の住宅使用料６,６０５万３,１００円。これは、公営住宅使

用料、改良貸付住宅、特公賃貸付住宅、それらと町営住宅の滞納繰越分７万円を含んだ

６,６０５万３,１００円です。収入未済額８万２,４００円は、１件であります。８月３

１日までに、１件１万円の入金がありました。

それから、７目の教育使用料１節の社会教育使用料６万１８８円は、公民館使用料と公

民館の陶芸室使用料であります。それから、資料館使用料１２万１,２００円は関資料館

の使用料、３節の学童保育所使用料７４万２,０００円、これは１０人分です。

それから、２項手数料１目の総務手数料１節の総務手数料１５６万２,９５０円。これ

は、戸籍、住民基本台帳、地籍図などの証明手数料。

それから、衛生手数料５７８万６,８２６円。これは、ごみ袋の販売ですとか狂犬病予

防注射などの手数料となります。

それから、１３款の国庫支出金、国庫負担金の民生費負担金で、社会福祉費負担金６,

８８９万９５６円。これについては、国民健康保険の保険基盤安定負担金、それから保険

者支援分と障害者介護給付費負担金などの国の負担割合２分の１分の合計額が６,８８９

万９５６円となります。次に、児童福祉費負担金１,８５４万１,４７５円。これは、児童

手当に係る負担金が１,８４３万２,３３２円、障害者介護給付費負担金が１０万９,１４

３円です。

それから、保健衛生費負担金４万９,６８０円。これは母子保健衛生費負担金です。

それから、２項国庫補助金、総務管理費補助金３,９３４万７,０００円は、ＴＶｈ中継

局の整備補助金２分の１分、７７２万１,０００円、それから地域元気臨時交付金３,１６

２万６,０００円です。

それから、民生費補助金、社会福祉費補助金８５万９,０００円は、地域生活支援事業

補助金が３８万５,０００円で、臨時福祉給付金の事務費補助金４７万４,０００円です。

それから、児童福祉費補助金５７３万４,０００円は、次世代育成支援対策交付金。これ

は、保育所、保育士などの人件費に充当されますけれども、その補助金です。

それから、３目の土木費補助金、１節の道路橋りょう費補助金１,４８７万５,０００

円。これは、まず、平成２５年度に購入したショベルの雪寒機械の補助金が１,１２０万

円、それから橋梁の長寿命化修繕計画の策定交付金が３６７万５,０００円です。それか

ら、住宅費補助金、繰越明許費で１,３０５万円がこの予算の中に入っておりますが、社

会資本整備補助金がこの中に含まれております。

それから、教育費補助金、１節の教育総務費補助金１,６０６万４,０００円は、教員住
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宅建設補助金１,３３８万２,０００円、それからスクールバス購入補助金が２５０万円、

これが主なものでございます。２節の小学校費補助金３,０００円。これは、特殊教育就

学奨励補助金です。中学校補助金１０万５,０００円は、理科教育設備補助金となりま

す。

それから、３項委託金になります。次のページ、１節の総務管理費委託金１８万４,０

００円。これは、自衛官募集ですとか外国人在留資格届け出事務などが主なものでござい

ます。それから、選挙費委託金３１６万８,２３３円。これは、参議院選挙の委託金でご

ざいます。

それから、民生費委託金、児童福祉費委託金１,３８９円。これは、特別児童扶養手当

の事務委託費。それから、国民年金費委託金１１９万１,５８９円。

それから、教育費委託金の教育総務費委託金１２万１,７４０円。これは、中１ギャッ

プ問題未然防止事業の委託金であります。

それから、１４款道支出金、道負担金、民生費負担金の社会福祉費負担金５,３０３万

４,７３４円。これは、まず、民生委員活動費の補助金ですとか国民健康保険事業の保険

基盤安定負担金、保険者負担分ですとか保険者支援分だとか保険料軽減分、それから障害

者の介護給付費負担金、それらの道の４分の１分を含めた５,３０３万４,７３４円。それ

から、児童福祉費負担金４１８万６,２２６円は、児童手当に係る負担金が４１３万３,８

３２円、障害者介護給付費負担金が５万２,３９４円の内訳となっております。

それから、２項道補助金１目民生費補助金の１節の社会福祉費補助金８０７万１,７８

５円。これは、重度心身障害者医療の補助金、ひとり親家庭等の補助金、乳幼児医療費の

補助金、それから冬季生活支援事業補助金、そういったものが主な内容でございます。そ

れから、児童福祉費補助金については、１８６万９０００円は子育て支援対策事業の補助

金となります。

それから、２目の衛生費補助金１節の保健衛生費補助金１８万円。これは、健康増進事

業の補助金、あるいはがん検診の補助金となります。

３目労働費補助金、労働諸費補助金１,０６９万３,２００円。これは、緊急雇用創出事

業でありまして、福祉施設、介護施設の従業員確保の補助金でして、それらが５２３万

３,２００円。それから、起業支援型として、コントラへの委託事業５４６万円となりま

す。

それから、４目の農林水産業費補助金１節の農業費補助金７,５４１万５,６４８円は、

農業委員会活動促進補助金から大きいもので中山間地域直接支払い事業の補助金、それか

ら農地制度実施円滑化補助金、それから、地域づくり総合整備補助金として、加工セン

ターの改修に係る補助金６７０万円などを含んでおります。それから、２節の林業費補助

金５,１１８万２,５７７円。これは、未来につなぐ森づくり推進事業補助金ですとか小規

模治山事業の補助金、林業専用道の勲祢別線の開設に係る補助金、そういったものが含ま

れてございます。
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それから、５目の商工費補助金１節の消費者対策費補助金６８万１,６３０円。これ

は、地方消費者行政活性化交付金であります。

それから、６目総務費補助金、総務管理費補助金２０万円。これは、パスポート発給事

務に係る補助金であります。

それから、３項委託金の１節の総務管理費委託金８万５,０５０円。これは、権限移譲

に係る分の委託金が各項目にございます。この内訳としては、道からの権限移譲の一括交

付分が３万１,０５０円、土地利用規制対策事業が５万４,０００円です。それから、２節

徴税費委託金３４４万２,７２９円は、道税の徴収に係る委託金、３節の戸籍住民基本台

帳費委託金９,６５０円は、住民基本台帳に係る厚生調査ですとか電子署名認証に係る事

務費の委託金、それから、４節統計調査費委託金は、指定統計に係る委託金２３万６,０

００円。

それから次のページ、１節の保健衛生費委託金３万５,２００円は、公害防止、浄化槽

設置届に係る委託金。清掃費委託金１万４,８６８円は、建設リサイクル法の事務取扱委

託。

農林水産業費委託金、１節の農業費委託金、金額１９６円です。これは、家畜伝染病の

予防事務。それから、林業費委託金９万４,０００円は、有害鳥獣などの捕獲許可事務。

商工費委託金２,０３５円は、商工会法に基づく許認可事務にかかわる委託金。

土木管理費委託金３１万２,１５２円は、陸別川の樋門管理に係る委託金、それから建

築確認調査に係る委託金が主なものです。

それから、１５款財産収入、１項の財産運用収入１目の財産貸付収入。まず、先ほども

説明しましたけれども、１節土地建物貸付収入２,３７９万７,９５５円。内容としては、

土地建物の貸し付け、それから、一番大きいのはルナコート、産業振興住宅の貸付収入

１,４４０万円もこの中に入っております。それから、２節の通信設備貸付収入７８５万

７,６７４円。これは、光ファイバー網の貸付収入でありまして、ことしの３月３１日現

在は４３１件であります。したがって、前年度から見ると２２.５件ふえております。そ

れから、３節の機械器具等貸付収入６５４万円。これは、コントラへの農業機械の貸付収

入です。

それから、利子及び配当金。これについては、基金関係の利子が７０９万４,３５７

円、それと、農協に優先出資をしておりますので、その出資金の配当金が４６万９,０４

１円、あと、株式配当金が１万８,３００円ございます。

次に、２項財産売払収入は、不動産売払収入はありません。

２目の物品売払収入、生産物売払収入３０万円。これは、町有林の素材売り払い。それ

から、不用物品売払収入１９４万９,２６０円。これは、旧ふるさと銀河線の鉄橋撤去な

どに伴うレール撤去、鉄関係です。あと、枕木もございますけれども、それらの売り払い

の収入です。

１６款寄附金につきましては、指定寄附金で、総務費寄附金で３３１万５,０００円。
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これは、寄附５件です。教育費寄附金９１万円。これは、寄附３件です。

１７款繰入金１項の基金繰入金。資料ナンバー１４に年度別の比較表をつけております

ので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

ふるさと整備基金繰入金で２,６５０万円、それから、いきいき産業支援基金で６,２７

７万円、ふるさと銀河線跡地活用等振興基金繰入金で４,９４０万円、町有林整備基金繰

入金で９００万円、地域福祉基金繰入金で１,０００万円、公共施設等維持管理基金繰入

金で２,２６０万円となっております。

それから、１８款繰越金、前年度繰越金ですが、５,６９１万５,８２７円で確定をして

おります。

それから、１９款諸収入の１項延滞金加算金及び過料１目の延滞金１節の延滞金１５万

７,７２７円ですが、内訳としては、町民税８件８万１,３２７円、固定資産税が６件４万

８,４００円、法人税が３件２万８,０００円、合わせて１７件１５万７,７２７円です。

なお、町税８件８万１,３２７円の中には、税滞納整理機構からの１万５,６４８円を含

んでおります。

それから、２項の町預金利子ですが、これは３７万４,６３７円で確定です。

３項の貸付金元利収入１節の家畜導入貸付金収入７,１９０万３,０００円。内訳として

は、約定償還が４,３１１万５,８００円、繰上償還分、９０頭分です。２,８７８万７,２

００円の内訳です。

それから、２目貸付金元利収入７,００３万２,２４８円。これは、まず大きいのは、信

用保証協会の貸付金が７,０００万円ございます。あと、勤労者融資制度に係る貸付金の

利子、それから民有林振興奨励事業貸付金の利子らが内訳となっております。

それから、３目の奨学資金貸付金収入１節の奨学資金貸付金収入６８万４,０００円

は、８件でございます。収入未済額２万９,２００円、これは１件であります。

それから、４項の受託事業収入１目の農業費受託事業収入１節の農業費受託事業収入４

５万７,８００円。これは、第２トラリ地区の営農用水に係る監督補助受託事業の収入で

ございます。

それから、２目土木費受託事業収入１７万７,７７８円は、道道の除雪に係る作業委託

費でございます。

それから、５項の雑入になります。２目の弁償金１節の弁償金１９万９,０９０円は、

複写機の使用が５万２,３４０円、車両事故の損害賠償金９万９,７５０円などが主なもの

でございます。

それから、３目の雑入１節の介護予防支援報酬２６万４,４４０円。これは、介護予防

サービス計画の審査分、これは国保連から入ってきます。それから、２節の高齢者福祉施

設負担金３２２万５,３００円。これは、福寿荘入居者６名分の負担金。３節の電話使用

料５万２,２２７円は、庁舎などの施設の電話料。それから、４節電気等使用料２９万１,

２０２円。これもコテージですとかテレビ中継局、加工センターなどの電気料の収入。そ
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れから、５節雑入４,６１１万４,１４５円。これは、大きいものとしては、昨年も補正さ

せていただきましたけれども、退職手当組合の事前納付金の精算還付金が１００万６,０

００円ほどございますし、加工品等の販売収入が１９１万３,７００円ございます。それ

から、交流センターの燃料使用料が３５８万９,０００円、それから森林保険金が４６８

万８,０００円、建物共済金が３３０万円、そういったものが雑入として入ってきており

ます。

それから、４目過年度収入として、１節の障害者福祉費等負担金過年度収入１８９万

５,２５９円、それから２節の観測所委託謝金過年度収入８,０００円。

それから、２０款町債ですが、これも資料１５に一覧表をつけておりますので、後ほど

ごらんをいただきたいと思います。

まず、総務債８,４７０万円については、ＴＶｈの中継局整備、中継局の整備に７７０

万円、それから過疎自立促進事業、過疎債ソフト事業が７,７００万円。総務債について

は過疎債となります。資料ナンバー１６に過疎ソフトの事業等一覧がありますので、後ほ

どごらんをいただきたいと思います。

それから、３７ページ、農業債７,２１０万円。まず、第２トラリ地区の営農用水に係

る分が３,０７０万円。第２トラリ地区については辺地債になります。それから、加工セ

ンター改修４,１４０万円。これは過疎債となります。

２節の林業債１,５８０万円。小規模治山、これは上陸別地区ですけれども６９０万

円。これは一般単独の防災対策事業債です。それから、林業専用道勲祢別線の事業に８９

０万円。これは過疎債となります。

それから、土木債の１節道路橋りょう債２,７４０万円。雪寒機械、ショベルの購入に

ついて７４０万円。これは過疎債となります。それから、町道新町８号通り道路整備事業

８８０万円。これも過疎債です。それから、新町４号通り整備事業１,１２０万円。これ

も過疎債となります。

それから、消防債１,２７０万円。まず、消防ポンプ車の購入１,１００万円、それから

消防の救急デジタル無線整備事業１７０万円、これも消防債は過疎債となります。

それから、教育総務債１,４００万円。これは教員住宅の建設事業に充当で、これも過

疎債となります。それから、学校教育施設整備債１,５５０万円。これはスクールバス購

入に充当で、これは辺地債となります。

最後に、臨時財政対策債１億５,００７万４,０００円となります。

したがって、平成２５年度一般会計の歳入決算額、４５億２,９８２万６,５００円の予

算現計に対して、調定額４４億５,４３５万７４５円、収入済額が４４億５,２４７万５,

０８３円、不納欠損額が１５万２,５９６円、収入未済額が１７２万３,０６６円で、歳入

の決算を終えております。

○議長（宮川 寛君） １１時２５分まで休憩いたします。

休憩 午前１１時０９分
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再開 午前１１時２５分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、これから歳出、３８ページから説明をさせていた

だきます。

なお、資料の１７の１、２に人件費の表を載せておりますので、後ほどごらんをいただ

きたいと思います。

１款議会費ですけれども、決算額５,４８１万５,４２２円。これは、議会費について

は、議会の運営費ですとか活動費、職員２名分の人件費が主なものです。

それから、２款総務費１項総務管理費１目の一般管理費２億３,０９４万２,９９１円で

決算を終えておりますけれども、一般管理費につきましては、総務課の企画財政室の電算

システムの管理事業、それから総務担当のほうの職員の福利厚生、研修、職員の人件費が

主な内容であります。

３９ページ、３節の職員手当等で１５２万９,１６５円の不用額が出ていますけれど

も、時間外勤務手当１２２万７,３１３円が主なものでございます。

それから、次のページに行きまして、９節の旅費で５８万７,９９０円。これは不用額

ですが、これは普通旅費の執行残となります。

４０ページの上のほうに、職員研修、電算システム関係、パスポート発行事業とありま

す。パスポートについては、既に御存じかと思いますけれども、昨年の９月１日から陸別

町の戸籍の窓口でパスポートの発行ができるようになっております。

それから、電算システムの関係で、電算システムの更新事業、シンクライアント端末購

入ほかで４４８万８５０円。これは、ＷｉｎｄｏｗｓＸＰから７への切りかえに伴いまし

て、平成２４年度と平成２５年度での事業でありましたけれども、平成２５年度において

はパソコン等４９台を購入をしております。

それから、１９節の負担金補助及び交付金１,８１０万９,３３１円。これは、北海道情

報システム協議会の負担金、あるいは町村会の負担金が主なものでございます。

それから、２目の文書広報費５５４万８,２６１円。これは、ここに書いてありますけ

れども、広報発行関係、それから町民課の広報広聴統計担当がしておりますホームページ

の管理ですとか、あいの鐘の維持管理、総務課の通信運搬費もこの中に入ってございま

す。

９節から１９節までは例年どおりの執行状況となっております。

３目の財政管理費、需用費で５５万９,４４０円。これは予算書の印刷であります。

それから、４目の会計管理費。需用費で５６万７,３６７円は、決算書の印刷に係る分

です。

５目の財産管理費８億３,７０４万９,６７８円。前年度より８７９万６,０００円ほど

ふえております。繰越明許費９１８万円も財産管理費のほうで出てきます。この９１８万
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円は工事請負費でして、これは町有建物解体で、共栄第一の旧劇場跡の解体費の繰越明許

費となっております。それから、需用費で５６万７,２００円不用額が生じておりますけ

れども、大きいものとしては福祉館関係で１３万４,０００円ほど、それから公用車の関

係で２２万４,０００円ほど、光ケーブルの修繕関係で１１万８,０００円ほど不用額とし

て残っております。それから、委託料で７８万６９３円の不用額が出ておりますけれど

も、福祉館関係で３１万７,０００円ほど、公共施設の除雪委託業務で３５万８,０００

円、福祉バスの運行で８万円ほどの不用額が出ております。

４２ページの財産管理費の主要事業として、ここに表を記載しております。大きい内容

としては、まず総務課の各担当、総務担当、それから企画財政室、管財防災担当の業務、

各基金の管理ですとか、庁舎維持管理、福祉館の維持管理、総務課が管理する公用車の維

持管理、それから車両庫の維持管理、それと陸別鉄道関係が主なものです。それから町民

課の税務担当の地籍図、広報広聴統計担当のテレビ中継局の維持管理、光ケーブル、地デ

ジ関係の維持管理、それから教育委員会のタウンホールの維持管理費がこの財産管理費の

中に入ってきております。

主要事業はこの表に書いてありますけれども、表の２段目、地上デジタルテレビ中継局

整備事業、テレビ中継局設置工事等（ＴＶｈ）１,９５８万２,５００円。これについて

は、資料ナンバーの１８－１、２に決算額、それから事業の概要をつけておりますので、

後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、表の一番下で公有財産購入、土地建物購入として、共栄第一と栄町の物件で

すが、土地４筆１,２１３.９９平米、建物４棟９６２.８平米、７０万円。これが新たな

ものでございます。

それから、４３ページに行きまして、２４節で投資及び出資金３億円。これは、備荒資

金組合への出資であります。

それから、２５節の積立金３億８,２５７万８,９３９円。これは基金の積立金でありま

して、資料ナンバー１４に残高一覧がありますので、後ほどごらんをいただきたいと思い

ます。

ちなみに、参考ですけれども、平成２５年４月１日の人口は出せなかったものですか

ら、３月３１日の人口で割り返したら、１人当たり２０８万２,５６１円の、通称で言う

貯金となります。

それから、６目の町有林野管理費、資料ナンバー１９に事業収支一覧をつけております

ので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

４４ページの表ですが、町有林管理については例年と同様の内容でありますけれども、

変わった事業としては、（５）の森林保護事業、野ネズミ駆除空中散布、平成２４年度ま

では１回だったのですが、平成２５年度からは２回実施をしております。

それから、単独事業の中で土地購入費、町有林拡大事業でありますけれども、平成２５

年度において９万８,９８４平米、８９万３,２０９円を町有林として取得をしておりま
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す。

それから、７目の企画費、４,１４９万６７０円です。４４ページに主要事業として表

がありますけれども、この中で特に陸別町地域交通推進会議交付金９９万６,０２０円。

これはバスの利用助成でありますけれども、平成２５年度においては７１５件、延べ人員

で１,０８８人であります。前年度から見ると、６１件の減となっております。

それから、生活交通確保対策事業、これは十勝バスへの赤字補塡分の補助１６６万５,

０００円ですが、これは特別交付税で８割入ってきます。

その下の通学定期差額補助事業、８７１万２,３４０円。これについては、平成２５年

度においては、足寄高校が２４名、本別高校が１３名、北見方面が９名、合わせて４６名

であります。前年度から見ると、６名の増となっております。

それから、地域活性化として、松本零士さんを呼んで講演会を実施しましたけれども、

その経費９３万８,８９９円。

それから、民間活用住宅ですが、平成２５年度は１,７８０万円ということで、前年度

より９８０万円ほどふえております。

なお、この制度は平成１６年からスタートしておりまして、平成２５年度までに単身者

用が１８戸、世帯用が１５戸、合わせて３３戸整備されております。

それから、一番下の太陽光発電システム導入。これは、太陽光発電設置に係る補助金、

２件９３万６,０００円であります。

次のページに行きまして、９目の交通安全対策費１０１万５,６０４円でありますが、

前年から見ると９３万４,０００円ほど落ちておりますが、この要因としては、平成２４

年度にオーロラ駐車場の縁石の補修工事がございました。それが大きな要因でありまし

て、報酬、旅費、１１節需用費、負担金補助及び交付金については、例年どおりの執行と

なっております。

それから、１０目の諸費は３１２万２,２００円で、これも例年どおりの執行となって

おります。

それから、１１目の交流センター管理費３,０９７万９,３４５円で決算ですが、資料ナ

ンバーの１、２に管理費内訳と利用状況をつけておりますので、後ほどごらんをいただき

たいと思います。

４９ページになります。１３節委託料で２,０４２万３,５４４円の決算。１５３万６,

４５６円の不用額が出ておりますけれども、主な要因としては、宿泊研修施設の委託料１

５１万８,０００円ほどの不用額が出ております。これは、年度途中で利用増が見込まれ

るということで補正をしたわけですけれども、その補正後の額よりも下回ったということ

になります。

４８ページの表でありますけれども、先ほど歳入でも説明しましたけれども、交流セン

ター宿泊施設のほうの利用者、平成２５年度は３,９８９人でして、前年度から見ると、

歳入では２００人弱と言いましたけれども、１９７人の利用増がございました。
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それから、１２目の銀河の森管理費、６,１５０万６２１円の決算であります。なお、

銀河の森管理費につきましては、資料ナンバー２１に天文台の実績、それから２２にコ

テージの利用状況をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

３節職員手当等で４３万８,４８６円の不用額が出ておりますけれども、これは時間外

勤務手当４０万６,０００円ほどの不用額となります。

それから、４８ページの表の中で、天文台管理で入館者、今年度９,０２４名、入館料

が２６１万９,１００円であります。天文台については、前年度から見ると１１９名ほど

利用者が少なかったということになります。一方で、コテージ村については６７２棟で、

稼働率が２６.３％ということで、前年度から見ると３２棟の利用増がありました。

次のページに行きます。

１３目の地域活性化推進費、資料ナンバー２３にチャレンジプロ事業の資料をつけてお

りますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。主要事業としては、地域活性化推

進事業、地域おこし協力隊員の費用、合わせて１,８６１万５,１４９円の決算となってお

ります。

なお、ミネラルウオーター、３万本製造しまして、平成２４年度は１万５,０００本で

したけれども、平成２５年度では２８４万４,５５８円の販売ができました。配布先、販

売関係についてはこの表のとおりでありますので、参考までに後ほどごらんをいただきた

いと思います。

それから、２項の徴税費１目の税務総務費、これについては、職員人件費３人分ほか例

年どおりの執行となっております。

それから、５３ページ、２３節償還金利子及び割引料７１万５,９００円。この内訳と

しては、町税などの還付金６３万５,４００円、個人２人３万１,０００円、１１法人６０

万４,４００円、それから還付加算金８万５００円、内訳が、個人２人４,２００円、１０

法人７万６,３００円となっております。

それから、２目の賦課徴収費については、例年どおりの執行状況でありますけれども、

まず、表の中で、税滞納整理機構の負担金１８万７,４１１円です。これについては、町

税６人分の１１件２６万２,２４９円を引き継ぎまして、歳入でも御説明しましたけれど

も、６人９件１９万６,８２４円を収納しております。

それから、１３節委託料で２８４万７,４５３円ですが、この内訳としては、平成２７

年度に固定資産の評価がえがございます。それの宅地鑑定評価業務１３６万５,０００

円、それからエルタックス、これは電子申告に係る分ですが、これの共同運用保守が７５

万７,５７５円となっております。

それから、１８節備品購入費で１３万２,３００円。これは、エルタックス用、電子申

告用のパソコン１台を購入しております。

それから、３項の戸籍住民基本台帳費、１,７７７万６,２９９円で決算を終えておりま

すが、１９節負担金補助及び交付金７３１万８７円、５２ページの表にありますけれど
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も、戸籍の電算化事業の負担金６３０万円がこの中に入ってございます。戸籍電算化事業

については、平成２５年度と平成２６年度の２カ年で整備をする予定でございます。

それから、４項の選挙費１目の選挙管理委員会費４２１万８,２６５円。これは、１節

報酬から１９節負担金補助及び交付金までは例年どおりの執行でありまして、２目選挙啓

発費についても例年どおりの執行であります。

それから、３目の参議院議員選挙費、３１６万８,２３３円。昨年の７月に行われた参

議院議員通常選挙の執行経費でありまして、国からの委託金３１６万８,２３３円と同額

で決算を終えております。

次、５６ページ、５７ページになります。

５項の統計調査費、これは指定統計調査に係る予算執行であります。

それから、６項の監査委員費、これも例年どおりの執行となっております。

それから、３款民生費、５億３,３８８万５,４０５円で決算を終えております。内容と

して、１項社会福祉費で４億４,１７３万５,９４２円。前年から見ると、３,０８７万４,

０００円ほど金額が落ちてございます。１目の社会福祉総務費３億３,４０７万４,２９９

円。前年度から見ると、３,０７０万円ほどふえております。

次のページ、５８ページには主要事業として表を載せております。なお、資料ナンバー

２４の１、２に民生費の事業実施状況一覧をつけておりますので、後ほどごらんをいただ

きたいと思います。この表の中で、特に医療費助成、これは平成２４年度から中学生まで

入院、外来無料、それから障害者などの所得制限を撤廃しております。拡大に伴う対象者

は、１５２名です。受診件数が５８６件、助成額として２６０万８,３９８円でありま

す。

あと、給料、手当、共済費は、職員の人件費。

それから、扶助費で２４７万７,０１３円の不用額が出ておりますけれども、これは重

度心身障害者に係る分が７２万５,０００円ほど、これは身体障害者の補装具分が３５万

９,９００円、地域生活支援分が２８万９,０００円ほど、障害者介護給付分が２４万円ほ

ど、障害者訓練給付分が３７万９,０００円ほど、福祉灯油に係る分が４８万１,０００円

ほどの不用額が出ております。

それから、２３節の償還金利子及び割引料、８万５,８０５円。これは、金額は小さい

のですが、国、道への返還金であります。平成２４年度の補助金の確定に伴う返還であり

まして、障害児の施設措置費が北海道へ３,３０９円、同じく障害児の通所給付費が国に

８,４９６円、地域生活支援事業費、国へ７万４,０００円の返還となります。

２８節繰出金、８,２５６万１,４０１円。これは、国保会計への繰出金が４,８０７万

９,４０１円、介護保険会計への繰出金が３,４４８万２,０００円でございます。９８万

９,５９９円の不用額が出ておりますけれども、これは国保会計に係る分でして、大きい

ものとしては出産育児一時金８４万円がこの中に含まれてございます。

それから、２目老人福祉費ですけれども、９,２５６万６,２００円。前年度から見ると
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６,０７０万３,０００円ほど落ちてございます。平成２４年度に高齢者交流センターの建

設関係、それから北勝光生会への補助金の５１２万８,０００円ほどがございましたの

で、大きい減額となった要因であります。それから、資料ナンバー２４－２に老人福祉費

事業一覧をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

６１ページになります。

委託料で、４２万３,７２５円の不用額が出ておりますが、これは老人の緊急通報シス

テム設置分で１９万３,０００円ほど、高齢者在宅生活支援事業分で８万３,０００円ほ

ど、あと、施設周辺整備、保守管理の不用額となっております。

それから、２０節の扶助費７７万３,０８１円の不用額ですが、これは施設入所措置

分、９人分の執行残となります。

それから、上の負担金補助及び交付金で１８７万１,２５５円の不用額が出ております

が、これはデイサービスセンターの補助金の執行残が１８７万円ほどございます。

それから、３目の後期高齢者医療費２８節繰出金１,５０９万５,４４３円。これは。後

期高齢者医療特別会計への繰出金となります。

２項の児童福祉費、８,２７５万６,７６３円。前年度より２８１万５７２円の増となっ

ております。１目の児童福祉総務費、２１９万２,７５９円ですが、これは表にもありま

すとおり、子ども・子育て支援、計画策定に係るニーズ調査委託業務１８６万９,０００

円が新規でございますので、これがふえている要因でございます。これは委託料です。

それから、２目の児童福祉施設費、５,３８６万４,００４円。前年度から見ると３７８

万６,１３４円ほどふえておりますが、まず、職員人件費で１３４万１,０００円ほど増に

なっております。それから、７節の賃金で７９０万２,５２７円。これは臨時保育士賃金

の増に伴って、前年度から見ると１２７万７,０００円ほどふえております。

それから、資料ナンバー２５に児童福祉関係実施状況一覧がございますので、後ほどご

らんをいただきたいと思います。

それから、表の中で、一番上の保育所運営で、開設２４５日、園児７０名でございま

す。平成２４年度は６１名でしたので、実人員で９名の増と。それから、延べ人員で保育

数１万５,３５５名ですが、前年度が１万３,５０７名でしたので、延べ人員で１,８４８

名の増となっております。

それから、２０節の扶助費９７万７,０００円は、保育ママへの利用助成であります。

それから、３目の児童措置費、２,６７０万円。これは扶助費でありまして、児童手当

でございます。なお、資料ナンバー２６に児童手当の改正の推移などをつけておりますの

で、後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、３項の国民年金費、９３９万２,７００円。これについては、例年どおりの

執行状況であります。なお、資料ナンバー２７に国民年金の状況、収納率関係の資料をつ

けておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

４款衛生費、４億５,３２８万６０３円で決算を終えております。１項の保健衛生費２
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億５,９０９万３１７円の決算。それで、１目保健衛生総務費５,５５６万８,０５９円。

前年度より３２５万７,０００円ほど落ちておりますが、これは職員人件費で３３６万９,

０００円ほど落ちております。それが主な要因でございます。職員手当等で５９万３,５

７６円の不用額が出ておりますが、これは時間外勤務手当で４７万６,８１０円の不用

額。

それから、２目の保健衛生施設費、２,４３４万８,１１１円の決算であります。保健セ

ンターの運営維持管理費で１,９９０万２０円、それから公衆浴場の維持管理費が４４４

万７,８２２円の内訳となっております。６６ページには、公衆浴場、歩行浴施設の利用

状況。浴場利用者数が９,１８２名で、前年度から見ると５６０名の減員。ただ、歩行浴

利用者は７７３名で、逆に２０４名の増となっております。

それから、１１節需用費、１,６１９万９,８９８円。これは、保健センターの分で１,

４８８万６,６４７円、公衆浴場で１３１万３,２５１円の内訳であります。不用額で５８

万９,１０２円出ておりますけれども、これは燃料費で４５万７,７６６円、保健センター

の消耗品で８万２,０００円ほどの不用額が出ております。

１３節委託料、７３４万１,０３０円。これは、保健センターの清掃関係の委託、それ

から公衆浴場の委託が内訳でございます。なお、資料として衛生費事業実施状況一覧、公

衆浴場の関係、３目の予防費の各種検診関係を２８－１と２につけておりますので、後ほ

どごらんをいただきたいと思います。

３目の予防費になりますが、１,１６０万１,９７６円で決算を終えておりまして、１３

節委託料で１,０２４万５,６７７円で、前年から見ると１７０万５,０００円ほど落ちて

おります。不用額５６万６,３２３円の内訳としては、各種検診などで１９万６,９４３

円、各種予防・健診関係で３５万２,３００円が出てございます。６６ページ、各種検

診、健康診査、予防接種、表をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思い

ます。

それから、４目環境衛生費、３１８万７,１７１円の決算であります。６８ページの上

に畜犬登録ですとか火葬場使用まで、件数、あるいは頭数を記載しておりますので、後ほ

どごらんください。

それから、１１節需用費で３３万４,３６６円の不用額が出ておりますが、これは火葬

場の燃料費が２０万８,８２１円、それと消耗品費が８万２,８４８円です。それから、１

３節委託料で３６万７,７４７円の不用額。これは、火葬業務の委託費３２万３,４００円

が主なものでございます。

それから、５目診療所費２８節繰出金、１億６,４３８万５,０００円。これは、直診会

計への繰出金でして、内訳として、起債償還分が２,９９５万９,０００円、医療機器など

の整備分が１５１万円、財政対策分が１億３,２９１万６,０００円であります。

それから、２項清掃費、９,７５５万２,８０８円。１目清掃総務費、これは、し尿処理

に係る予算でありまして、６２３万１,０４５円で決算を終えています。６８ページの表



― 27 ―

で、し尿処理の池北三町行政事務組合への負担金、それから十勝環境複合事務組合への負

担金、し尿搬送の助成金の決算額をここに記載しております。

それから、２目の塵芥処理費、９,１３２万１,７６３円。６８ページの表でございます

が、池北三町行政事務組合への負担金が５,５０７万７,０００円、生ごみから小動物の収

集量合計が４９２.１トン。前年度４９７.５トンですので、５.４トン減となっておりま

す。

それから、３項水道費１目の専用水道費、これは２１６万７,４７８円。小利別専用水

道に係る予算でありまして、平成２６年３月３１日現在２２戸分であります。次のペー

ジ、１２節役務費から備品購入費までは例年どおりの執行となっております。

それから、２目の水道費２８節繰出金、９,４４７万円。これは、簡易水道特別会計へ

の繰出金です。建設改良分が５,７５４万円、高料金対策分が３,０７５万８,０００円、

財政対策分が６１７万２,０００円の内訳となっております。

それから、５款労働費、１,７９８万４７０円の決算です。１目の労働諸費、１０６万

７,７４１円。これは例年どおりの執行となります。

それから、２目の緊急雇用対策費、１,６９１万２,７２９円。１３節委託料で、不用額

８１４万６,５６５円。不用額が出ておりますが、緊急雇用対策分で８０９万７６５円が

この中に含まれてございます。７０ページの表、緊急雇用対策事業ですが、６２１万９,

５２９円。これは町単費の分ですが、実績としては５事業所、延べ１０１人であります。

それから、重点分野雇用創出事業、介護施設従事者雇用事業２５４万１,０００円、これ

はＮＰＯ優愛館の委託料、それから、福祉施設従事者雇用事業２６９万２,２００円、こ

れは北勝光生会の委託料。それから、起業支援型雇用創造事業で陸別町コントラクター利

用拡大促進事業５４６万円。このそれぞれ三つについては、歳入同額の委託料となりま

す。

○議長（宮川 寛君） 昼食のため、午後１時まで休憩いたします。

休憩 午後 ０時０１分

再開 午後 １時００分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

石橋教育委員長より、途中退席する旨、報告がありました。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、７２ページから引き続き御説明を申し上げます。

６款農林水産業費、決算額が５億６５１万８,５２４円で、前年度から見ると１億３,２

０３万円ほど落ちておりますけれども、１億円は、平成２４年度に優先出資がございまし

たので、今年度はございませんので、その分が大きいです。

１目の農業委員会費、１,８６６万２,８０５円で３２３万円ほどふえておりますが、こ

れは表にあります農地台帳整備、農地台帳地図化システム等整備事業、これは３０６万

６,０００円ですが、これがふえている大きな要因であります。



― 28 ―

それから、２目の農業総務費、これは職員の人件費分の計上であります。

それから、３目農業振興費、１億９０万１,７７１円。９,１０７万８,０００円ほど落

ちております。７４ページは、主要事業にかかわる事業を記載をしておりまして、先ほど

言いました農協への優先出資が１億円ほど、この中から落ちていると。

それから、１９節負担金補助及び交付金の１０４万６,４７９円の不用額の内訳ですけ

れども、農業近代化資金、中山間の５１万２,３２８円、それから今言った農業近代化資

金１７万円ほど、それから農業関係の融資制度の利子補給１４万６,７００円ほど、これ

らが大きな要因となっております。

それから、４目の畜産業費７,０５８万６,０１２円で、１億１,００４万円ほど落ちて

おります。この表がありますけれども、７４ページ、下から２行目の優良家畜導入支援、

家畜導入貸付金５,５０７万円ですが、これは資料の２９をつけておりますので、後ほど

ごらんをいただきたいと思います。それと、平成２４年度において、畜産担い手育成総合

整備事業、それから哺育センターの堆肥舎建設で約７,７９４万円ほど、平成２４年度は

ございましたので、それらの減額が大きな要因であります。

それから、５目農地費、９１２万７,１１５円。これは、主要事業の表にございます排

水整備、法面整備が主なものでございます。

それから、次のページ、６目の営農用水管理費、これは上陸別地区の営農用水とトラリ

地区の営農用水の管理費でございまして、上陸別地区については、ことしの３月３１日現

在で３０戸、トラリ地区については１８戸であります。４,１２０万５,４８０円の決算額

ですが、この内訳としては、上陸別地区については５９７万９,０１０円、トラリ地区に

ついては３,５２２万６,４７０円の維持管理費の内訳でございます。

それで、１１節の３６万６,７８９円の執行残、消耗品費が２０万６,０００円、修繕料

で１２万９,０００円ほどの不用額が出ております。１３節委託料では、５６万９,１２０

円の不用額ですが、管路などの修繕が３０万１,０００円、施設保全作業で１４万６,００

０円、周辺整備で６万７,０００円ほど、水道メーター取りかえで５万１,０００円ほどの

不用額となっております。それで、１９節で繰越明許費２２５万４,７００円、これは第

２トラリの営農用水の関係でして、これは平成２６年度への繰越となります。

それから、７目の公共草地管理費、１,１６８万４,０３４円。これは、町の公共草地の

維持管理費でございますが、１５節で工事請負費９２６万１,０００円。これは、表にあ

りますトラリ地区の公共草地の配電線路の高圧開閉器取りかえですとか配電線路の改修工

事が内容でございます。

８目農畜産物加工研修センター管理費ですが、７６ページに１８７万９,５００円。こ

れは、平成２４年度からの繰越明許費であります。決算額が７,８９２万１,２８４円であ

ります。平成２５年度において、加工センターの増改築なり機器類の更新をしておりまし

て、それらの経費が約６,２６３万５,０００円ほど、前年度から見るとふえている状況に

ございます。資料ナンバー３０の１と２に、利用実績と備品購入一覧表をつけております
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ので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、２項の林業費１目の林業振興費、６,００７万３,９７８円の支出済額です

が、７８ページの表にありますとおり、森林保護で一番上の野ねずみ駆除補助金、平成２

４年度までは１回だったのですが、平成２５年度から２回散布するということで２２１万

７,０００円ほど、前年度から見ると事業費がふえているということになります。それ

と、野ネズミ駆除ですとか民有林造林促進事業、未来につなぐ森づくり推進事業について

は、資料ナンバー３１をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、担い手対策、これと次のページにあります補助金関係については、資料ナン

バー３２をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。それから、８

０ページで、表の治山の上陸別地区小規模治山事業、１,３６７万１,０００円。前年度か

ら見ると７２１万３,０００円ほど、平成２５年度において工事請負費でふえておりま

す。

それから、２目の狩猟費、６１９万４,４１０円。前年度より７２万９,７８８円ほど減

額になっておりますが、一方では、この８０ページの表がございますが、鹿からノイヌま

で、１,２８８件ということで、前年度から見ると２２７件ほどふえている状況にござい

ます。ちなみに、鹿については８０６頭ということで、前年度から５５頭、カラスが８４

羽、それからヒグマが２頭、キツネが４９頭ほどふえております。

それから、３目の林道新設改良費、３,４９３万５,０３０円。委託料で５２万９,２５

０円の残がありますが、これは林道維持管理に係る不用額となります。それから、表にあ

りますけれども、林業専用道、勲祢別線の設計、それから支障木伐採、これは台風２６号

による被害ですけれども、１,７７３万３００円と６２万１,６００円を足した１,８３５

万１,９００円は委託料の中に入ってございます。

次のページ、商工費になります。

７款商工費、１億５,１６２万７,１６４円。前年度から見ると、２,５２８万４,９３２

円ほどふえてございます。１目の商工総務費、２,０９０万８,８７２円。商工総務費につ

いては、職員の人件費の計上であります。

２目の商工振興費、１億５５６万５,６９２円。まず、１９節負担金補助及び交付金で

３３０万３,６０８円の不用額がございますが、内容としては日産自動車購入助成に係る

不用額が９６万２,０００円、中小企業融資制度の不用額が９４万９,６６４円、それから

中小企業の経営安定化資金の残が８９万円、商工会の補助金４７万４,０００円が内訳の

主なものでございます。

それから、３目の観光費１,６８８万３,７１１円の執行ですが、この表の中にもござい

ますけれども、観光協会の補助金４７４万円。前年度から見ると１２６万円ほどふえてお

ります。これは、りくべつ鉄道祭の前夜祭として花火大会を実施しておりますので、その

分の補助金の増がございます。

それから、４目の公園費、７５８万６,２５９円。これは、例年どおりの執行となりま
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すけれども、表にございますイベントセンターの研修室の床改修２０７万９,０００円

が、前年度から見るとふえている要因になっています。

それから、５目の消費者対策費６８万２,６３０円で、この表にございますけれども、

消費生活相談窓口開設が２３回、それから消費生活支援事業、くらし塾ですが、これが６

８万２,６３０円。それで、窓口開設２３回で、相談者は延べ１６名でありました。その

結果、未然防止したものが１件、返品処理したものが１件あると聞いております。

それから、８款土木費、４億１,６４９万４,８４７円。前年度から見ると、５,１０８

万２,１３０円の減額となっております。資料ナンバー３３に建設課所管に係る建設工事

一覧表をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

土木総務費については、職員の人件費が主なものでございます。不用額、手当で３０万

８,１３０円ありますが、時間外勤務手当２４万１,５５９円が主なものでございます。

２項の道路橋りょう費、１億８,５５３万８,００８円。前年度から見ると、５,１２７

万４,１７９円の減額となっています。８６ページには、主要事業として、道路台帳の作

成、修正、町道４０路線、農道２路線、林道６路線の内容であります。それから、除雪

ドーザ、ショベル１３トン級１台を購入しております。ちなみに、平成２４年度において

は、除雪トラック７トン車、それからミニホイールローダーなどで、合わせて３,６９３

万８,０００円ほど前年度より落ちているのは、これが主な要因となります。

それから、１１節需用費で１０７万３,２５５円の不用額がありますが、これは修繕料

で２４万４,５９５円、車両などの消耗品８２万８,６００円が主なものです。それから、

役務費で５８万３,５１０円の不用額ですが、車両検査などで４７万２,５１０円、保険料

などで７万４６０円が主なものです。それから、２２節補償補塡及び賠償金で２９９万

５,２３０円。これは、昨年７月１７日のグレーダーの事故にかかわる損害賠償額、賠償

金でありまして、昨年の１１月１日の臨時会において議決をいただいたものでございま

す。

２目の道路維持費、１億１,２００万２,１７１円です。８６ページの表に主要事業とし

て記載をしております。なお、１３節委託料６,９９３万６円、工事請負費の３,６２５万

６,５００円、合わせて１億６１８万６,５０６円。これは、８６ページの各舗装、補修か

ら縁石の取りかえまでの事業費の合計額と一致いたします。それから、委託料で４２４万

３,９９４円の不用額。これは、除排雪業務の執行残。それから、使用料及び賃借料で３

１万５,０００円の不用額。これは、産業機械借り上げ料の未執行でございます。

それから、３目橋りょう維持費、５２５万円。これは委託料であります。橋梁の長寿命

化修繕計画策定業務８７橋に係る分であります。

それから、４目の道路新設改良費２,２５６万２,２９４円で、前年度から見ると３,５

１０万４,０００円ほど落ちてございますが、大きいものとしては新町８号通り歩道改修

改良工事８８２万円ですが、前年度においては２,５７２万５,０００円の事業費でありま

す。あわせて、平成２４年度で８号通りの歩道改良、それから共栄線交通安全施設整備、
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これは明渠分ですけれども、これらの事業費が平成２５年度はないために、今言った３,

５００万円ほどの減額となっている内容であります。

それから、６目の街路灯費８１０万８,０７８円ですが、街路灯につきましては、平成

２５年度末で１９９基となっております。この表の中の工事、３３６万円については工事

請負費の事業内容であります。

それから、３項の河川費、６２万７,７８０円。河川総務費については、例年と同じ内

容の執行であります。

それから、４項の住宅費、ここで３,０４５万円の平成２４年度からの繰越明許費がご

ざいます。

１目住宅管理費で１,６２６万１,５１６円。公営住宅の管理状況、それから公営住宅の

修繕状況は、表に記載したとおりでございます。この目については、例年どおりの執行の

内容となってございます。

それから、２目の住宅建設費８,７６９万３,７６０円ですが、繰越明許費３,０４５万

円がございます。これも平成２４年度からの繰越明許費でありまして、新町団地整備１棟

２戸分の繰越明許費となってございます。

それから、５項の下水道費、８,３２２万２,０００円。これは、下水道特別会計への繰

出金となります。

９款消防費でありますけれども、１９節負担金補助及び交付金で１億６,４４２万９,０

００円。大きい事業としては、９０ページの表にございますけれども、消防救急無線デジ

タル化負担金、実施設計分で１８０万５,８９４円、それと消防ポンプ車の更新１,１９７

万円がございます。消防費の内訳としては、まず本部共通経費が６３５万円、それから常

備消防費が１億２,１１１万７,０００円、非常備消防費が１,３１０万１,０００円、消防

施設費で２,３８６万１,０００円の、合わせて１億６,４４２万９,０００円となってござ

います。それで、平成２６年度に繰り越しする７,８６８万７,０００円は、消防広域化に

係るデジタル無線の整備負担金でございます。

それから、２目の災害対策費１０５万９,８９９円で、２２８万９,０００円ほど前年度

から落ちてございますが、平成２４年度において、防災情報共有システム設置委託金と北

海道総合行政情報ネットワーク負担金２４１万８,０００円の事業がございました。平成

２５年度においては、この表に記載している防災行政無線のリモコン機器の改修ですの

で、それらの分の差し引きで減額となっているものでございます。

それから、１０款教育費、２億６,６０８万６,８５４円。前年度から見ると、２,２８

１万５,２０９円の増となっております。

１目の教育委員会費、１６２万７,４８０円。１節報酬から１９節負担金補助及び交付

金については、例年どおりの執行状況の内容であります。

２目の事務局費、１億２５５万４,３２３円。前年度より２,９０１万５,７３８円ほど

ふえておりますが、これは９２ページの表にございますけれども、教職員住宅１棟２戸



― 32 ―

２,８４２万２,５００円、これが大きな要因となってございます。奨学資金貸付につきま

しては、平成２５年度においては大学２名、高校２名、合わせて８４万円でしたが、平成

２４年度においては大学が３名、高校生２名でした。その差額２４万円が前年度より落ち

ているということになります。

それから、職員手当で８５万３,４３０円ほど不用額がありますが、これは時間外勤務

手当７８万３,７２２円が主な要因であります。

それから、３目の教育振興費、６７５万７,１７３円。主要事業については、この記載

のとおりでございます。新たなものとしては、学校教育振興の３行目、中一ギャップ問題

未然防止事業１２万１,７４０円、それから一番下の児童生徒芸術鑑賞事業、これは２年

ごとですが、６７万２,４２０円の事業、これは報償費のほうに入ってございます。

それから、４目のスクールバス運行管理費４,８６９万３,７７１円で、前年度より２,

１５１万２,１３８円ほどふえております。要因としては、９６ページの表にございます

けれども、スクールバスの更新、３８人乗り１台１,９９４万６４０円が前年度と比較し

て増額となっている主な要因であります。スクールバスの運行状況におきまして、延べ人

員の利用者数が１万４,１６３名ですが、前年度は１万５,６４４名でして、１,４８１名

ほど延べ人員で落ちているということになります。

それから、５目の教育研究所費、３５万４,１６０円。報酬から負担金補助及び交付金

は、例年どおりの内容の執行であります。

２項の小学校費、２,４９１万２,２０５円。前年度より４０１万３,０００円ほどふえ

ております。１目の学校管理費１,８７７万５,７６０円で、７７万３,０００円ほどふえ

ておりますけれども、主な要因としては１１節需用費で燃料費関係がふえていると。一方

で、不用額は８４万８,６６１円、燃料費で８２万１,９１３円の不用額となってございま

す。

それから、次のページ、２目の教育振興費、６１３万６,４４５円。３２４万円ほどふ

えてございますが、これは、９８ページの表の一番下にございますが、コンピューター整

備３３３万７,６２５円、これが備品購入費でございますので、これが前年度と比べて増

になっている要因であります。資料ナンバー３４にコンピューター整備事業一覧がござい

ますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

３項中学校費、３,１４８万３,２０２円。前年度から見ると、３,４１３万９,３１３円

ほど減額となっております。１目の学校管理費、２,３４５万４,１５４円。ここは職員人

件費が主なものでございます。３節職員手当１３万３７６円の不用額、これは時間外勤務

手当１１万円ほどが主なものであります。それから、１１節需用費で１,０２８万９５２

円。不用額で２７１万６,０４８円が生じておりますけれども、これは燃料費２６７万８,

３７８円が主な要因でございます。それと、中学校費の学校管理費でいけば、平成２４年

度において、中学校の外構工事が３,７８０万円ほどございましたので、それが大きな減

額の要因となっております。
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それから、次のページ、２目の教育振興費、８０２万９,０４８円。前年度より３８４

万９,０００円ほどふえておりますが、これは、１００ページの表の一番下、コンピュー

ター整備５２１万７,７７５円、備品で、上の教材費と合わせて６１５万９,８９８円でご

ざいます。これも資料ナンバー３４にコンピューター整備事業一覧がありますので、後ほ

どごらんをいただきたいと思います。

それから、４項社会教育費、２,２９３万５,８８５円。前年度から見ると、１８６万

５,０００円ほど落ちております。１目の社会教育総務費、１,２３８万２,１１１円。報

酬から１２節役務費までは例年どおりの執行状況でございます。１３節委託料で４０万

４,０００円。これは、木やり太鼓２個の皮張り３９万９,０００円を含んでございます。

１００ページの表で、中学生の海外派遣３０３万２,８２０円で、平成２５年度は１４名

ですけれども、前年度から見ると１名ふえて、１４名でございます。その下の冒険・体感

ｉｎとうきょう事業１７名、１１１万８,２３６円。人数は、平成２４年度も１７名で増

減はございません。それから、１９節負担金補助及び交付金で不用額２８万６,２７１

円。これは、冒険・体感ｉｎとうきょうの２２万４,７６４円の執行残が主なものでござ

います。

それから、２目の公民館費、９７２万３,３９７円。公民館の管理から視聴覚室整備ま

でについては表に記載したとおりでありまして、報償費から１９節負担金補助及び交付金

までは例年と同様の執行の内容です。

ちなみに、需用費で６０万８６９円の不用額がございますが、これは燃料費５３万８,

１２５円が主なものでございます。

３目の文化財保護費、８３万３７７円。１節報酬から１９節負担金補助及び交付金まで

は例年どおりの執行でありますけれども、負担金補助及び交付金で３万８,０００円、前

年度から見ると１８２万円ほど落ちてございます。これは一番大きいのは、昨年度、関寛

斎没後１００周年の記念事業１８２万円ほどございますので、それが大きな減額の要因と

なっております。

５項保健体育費１目の保健体育総務費、２７９万５６円の決算であります。１節報酬か

ら次のページの１９節負担金補助及び交付金までは、例年どおりの内容の執行でございま

す。スポーツ推進委員から団体活動育成まで表にしてございます。

それから、２目の体育施設費、１,４００万５,３９７円。前年度から見ると、１０５万

８,９９０円ほど落ちてございます。表の体育施設以下については、平成２４年度におい

て、町民運動場の防風林の伐採ですとか野球場の階段塗装、それらが２５７万１,０００

円ほど落ちてございますが、一方では、パークゴルフ場の表示板改修４９万３,５００

円、それからホーキングマシン用ブラシ交換修繕４２万円ほど新規に、前年度から見ると

ふえております。その差し引きで１０５万８,０００円ほど落ちているのが要因でござい

ます。

それから、３目学校給食費、９９７万３,２０２円。表にございますように、学校給食
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センターの基本設計、実施設計で７０８万円が平成２４年度からの繰越明許費になってご

ざいます。その基本設計、実施設計については、１３節委託料と同額でございます。

それから、１１款災害復旧費１項の農林水産業施設災害復旧費１目の農業用施設災害復

旧費は、平成２５年度は災害などがございませんでしたので、例年どおりの執行となって

おります。

それから、２項公共土木施設災害復旧費についても、災害等がございませんでしたの

で、例年どおりの執行となっております。

それから、１２款公債費１目元金２３節償還金利子及び割引料、元金の償還が４億２,

２５３万１８円。資料ナンバー１５に起債残高の推移がございます。後ほどごらんをいた

だきたいと思います。

ちなみに、これも参考までですけれども、平成２５年の４月１日の人口がわかりません

でしたので、３月３１日現在の人口で割り返した１人当たりの借金ということになります

が、１７１万４,８７５円であります。

それから、２目利子、償還金利子及び割引料、６,０８１万９,２８０円。不用額で５４

万３,７２０円ございますが、一時借り入れをしておりませんので、その利息分５４万３,

０００円が主なものでございます。、

それから、１３款予備費については、２件、２７万５,５００円ございます。

歳出合計４５億２,９８２万６,５００円の予算額に対して、支出済額が４３億７,２６

３万６,６５１円、繰越明許費が９,０１２万１,７００円、不用額６,７０６万８,１４９

円で歳出を終えてございます。

流用件数は３件、１６万６,０００円でございます。

続いて、１１０ページです。

平成２５年度陸別町一般会計決算書実質収支に関する調書。これは、１,０００円単位

でございます。

１、歳入総額が４４億５,２４７万５,０００円、２の歳出総額が４３億７,２６３万７,

０００円、差し引き７,９８３万８,０００円。４の翌年度へ繰り越しすべき財源、（２）

の繰越明許費繰越額９３２万２,０００円。これは、先ほども資料で説明させていただき

ましたけれども、平成２６年度の繰越明許費９,０１２万１,７００円のうち、財源として

未収入特定財源、起債分ですが、８,０８０万円を引いた９３２万１,７００円、四捨五入

で９３２万２,０００円ですが、これが収入済みの一般財源として計上しております。こ

の金額を引いた実質収支が７,０５１万６,０００円で、４,０００万円を財政調整基金に

積んでおります。

それから、財産に関する調書でございます。

１の公有財産で、（１）の土地及び建物、アの総括、行政財産、普通財産とございます

が、この内訳として、１１２ページ、１１９ページに行政財産の資料、それから１１３

ページ、１２０ページに普通財産の資料がございます。あわせて、有価証券については１
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１４ページ、出資による権利は１１５ページ、物品、備品については１１６ページ、１１

７ページ、債権及び基金、基金については３月３１日現在ですが、１１８ページにそれぞ

れございます。後ほどごらんをいただきたいと思います。

以上で議案第６３号の説明を終わりまして、次、議案第６４号の説明に移ります。

議案第６４号平成２５年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定につ

いて説明をいたします。

説明資料の１５７ページをお開きください。

説明資料でございます。

次の１５８ページになります。

第１表、国民健康保険事業状況最近年度比較表でございます。２５年度の欄を御参照い

ただきたいと思います。

事務職員、保健師数、診療所施設は変更ございません。給付期間、保険税徴収回数も変

更ございません。年間平均世帯数が４８５戸、前年度から見ると１６世帯落ちてございま

す。それから、年間平均被保険者数８２２人、４３人前年度から落ちてございます。１世

帯当たり税調定額が１６万９,０１７円、前年度から見ると２,９７６円落ちてございま

す。１人当たり税調定額９万９,７２４円、これは逆に１０７円ほど前年度よりふえてお

ります。それから、１人当たり療養諸費費用額４１万８,２６５円、これは前年度からま

たふえておりまして、１万４,１０６円ふえてございます。それから、受診率についても

１,５４７.３、１０９.３前年度からふえていることになってございます。

それから、第２表、平成２５年度歳入歳出決算の総括。

予算額、４億６,６０１万６,０００円、決算額、歳入が４億６,７８５万８,７６７円、

歳出が４億５,２９７万３,２３９円、差し引き１,４８８万５,５２８円。これが平成２６

年度への繰越金となります。歳入の予算に対する割合は１００.４％、歳出の執行率は９

７.２％でございます。

それから、第３表は、歳入実績比較一覧でございます。

国保税については８,２２６万１,５０１円の収入済み、不納欠損は３１万８,８００

円、これは１人でございます。収入未済額が３３５万２,２１５円、３７人１４０件でご

ざいます。あと、国庫支出金、療養給付費交付金、前期高齢者交付金といきまして、８の

繰入金が５,８０７万９,４０１円、前年度から見ると２,０５３万４,２７７円増となって

ございます。

歳入については、予算が４億６,６０１万６,０００円に対して４億６,７８５万８,７６

７円の決算で終わってございます。収入済額でいけば、前年度から見ると１,０６５万３,

７６３円の減額となってございます。

それから、第４表の歳出実績最近年度比較表でございます。

この中で、２の保険給付費２億８,６２９万４,３７２円、前年度から見ると４６８万

２,８９４円ほど落ちてございます。それから、６の介護保険納付金１,８５０万５,８０
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６円で、前年度から見ると１９８万８,２９６円ほどふえてございます。合計で４億５,２

９７万３,２３９円の支出済額となってございます。

それから、第５表が国民健康保険税収納額最近年度比較表でございます。

それから、第６表が５カ年間の決算額調でございます。これは、後ほどごらんをいただ

きたいと思います。

それでは、１３４ページをお開きください。

歳入ですが、資料ナンバー３５の１から４まで、国民健康保険事業の状況一覧及び収支

決算一覧をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

１款国保税ですが、収入済額が８,２２６万１,５０１円、前年度より３２０万８,０４

８円落ちてございます。調定に対する収納率は９５.７％、不納欠損が１人３１万８,８０

０円、収入未済額が３３５万２,２１５円で３７人の１４０件です。

１目の一般被保険者国民健康保険税、７,７６９万３,２８５円ですが、前年度から見る

と１１８万７,８５８円落ちてございます。収納率は９５.５％、未収が１６９万３,５１

３円。１９人７７件ですが、８月までに１０人２７件５２万５００円が入金済みでござい

ます。それから、滞納繰越分、１９５万２,４１４円。前年度より６７万円ほどふえてご

ざいます。この中には税滞納整理機構から３件３４万９,８１４円も含んでございます。

不納欠損額が１人３１万８,８００円、収入未済額が１６５万８,７０２円、１８人の６３

件でございます。そのうち、８月末までに４人９件２９万１,０００円が入金済みでござ

います。

それから、退職関係ですが、４５６万８,２１６円、前年度より２０２万円ほど落ちて

ございます。現年度分で４５３万９,０１６円、これは１００％の収納、滞納繰越分２万

９,２００円、これも１００％の収納となっております。

ちなみに、一般被保険者数ですが、平成２５年度においては４６５世帯、被保数で７８

８人でございます。平成２４年度においては４８３世帯、被保数が８２２人ですので、１

８世帯３４人の減員ということです。それから、退職につきましては、平成２５年度の世

帯数が２６世帯、被保数が４１人、平成２４年度が２０世帯３８人ですので、６世帯３人

ふえている状況でございます。

それから、２款の国庫支出金１目の療養給付費等負担金ですが、８,４７８万６２０円

でございます。現年度分で８,４４２万８,９６５円、過年度分で３５万１,６６５円で

す。これは、平成１９年度分の精算による追加交付分３５万１,６５５円でございます。

それから、２目の高額医療費共同事業負担金４２９万２,４４６円、３目特定健康診査

等負担金４３万３,０００円で、１節の特定健康診査等負担金が４２万９,０００円、それ

から２節の過年度分で４,０００円。これは、平成２４年度分の精算による追加交付分と

なります。

それから、２項国庫補助金の１目財政調整交付金、収入済額３,４５６万６,０００円で

すが、普通調整交付金が１,８４９万９,０００円、特別調整交付金が１,６０６万７,００
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０円であります。この１,６０６万７,０００円の中には、直診会計への繰出金１,５６５

万１,０００円を含んでございます。

それから、２目の高齢者医療制度円滑運営事業補助金１節の高齢者医療制度円滑運営事

業補助金、金額１万１,０００円と少ないのですが、これは医療費の自己負担割合１割の

延長に伴う経費で、高齢者受給者証の更新費用に充てられます。

それから、３款の療養給付費交付金、１節の現年分、１,３９１万８,０００円でござい

ます。

４款の前期高齢者交付金７,８２１万２,７３８円でございますが、これは平成２３年度

の概算の金額が、２年後の平成２５年度で精算されます。その金額でございますが、内訳

としては、平成２３年度の概算交付額が８,１２０万４,７８１円、それで精算額が７,５

２９万１,１８３円、５９１万３,５９８円が超過分となります。一方で、平成２５年度の

概算額が８,４１３万３９２円ですので、今の超過分を差し引いた７,８２１万６,７９４

円、それと平成２３年度分の精算調整額４,０５６円を引いた７,８２１万２,７３８円と

なります。

それから、５款の道支出金１項道負担金１目の高額医療費共同事業負担金４２９万２,

４４６円となります。それから、特定健康診査等負担金４２万９,０００円、それから過

年度分４,０００円、これは平成２４年度分の精算による追加交付。

それから、２項道補助金の財政調整交付金２,１３９万４,０００円ですが、普通調整交

付金が１,４５６万７,０００円、特別調整交付金が６８２万７,０００円、このうち直診

会計への繰出金４９万７,０００円を含んでございます。

それから、６款の共同事業交付金１目の共同事業交付金、１,１２２万５,２０４円。

それから、２目保険財政共同安定化事業交付金、４,９２４万４,６９０円であります。

それから、７款財産収入の利子及び配当金４万８,９４１円は、基金の利子でございま

す。

それから、８款の繰入金１項の他会計繰入金、４,８０７万９,４０１円でございます。

内訳としては、一般会計からの繰入金が４,８０７万９,４０１円で、１節の保険基盤安定

繰入金１,５２７万２４１円ですが、内訳としては、まず保険料の軽減分１,２３５万３,

９７５円、この内訳としては、道からの４分の３分、９２６万５,４８１円、町負担分４

分の１、３０８万８,４９４円です。それから、保険者支援分、２９１万６,２６６円。内

訳は、国が４分の２、１４５万８,１３３円、北海道４分の１分、７２万９,０６６円、町

４分の１分、７２万９,０６７円の内訳となっております。その他一般会計繰入金、３,２

８０万９,１６０円。これは、まず出産育児一時金、これは国保の出産はございませんで

した。したがって、先ほど一般会計でも説明しましたが、この出産育児一時金に係る繰出

金が不用額として残ってございます。それから、事業費分が４９１万５,１６０円、財政

対策分が２,７８９万４,０００円となってございます。

それから、２項基金繰入金、これは国保の基金の繰入金ですが、１,０００万円でござ
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います。平成２５年度末現在で、１,４８６万５,９３１円の残額となってございます。

それから、前年度繰越金が２,３６６万５,２１０円。

１０款諸収入の１項延滞金加算金及び過料１目の一般被保険者延滞金４３万７,３００

円。２１人３２件でございます。この中には、税滞納整理機構から９万６,９００円含ま

れてございます。

次のページになります。

２項雑入です。５６万３,２７０円ですが、まず３目の一般被保険者返納金１万３,０４

０円ですが、これは３医療機関からの５件の診療報酬の返還金でございます。それから、

４目の退職被保険者等返納金５,５００円、これも同様に２医療機関から３件の診療報酬

の返還金でございます。

それから、５目の雑入１節雑入５４万４,７３０円。内訳としては、健診個人負担金が

４４万２,５００円、指定公費負担金１万６,７３９円、それから超高額医療費共同事業交

付金８万５,４９１円でございます。

歳入合計として、４億６,６０１万６,０００円の予算額に対して、調定額４億７,１５

２万９,７８２円、収入済額が４億６,７８５万８,７６７円、不納欠損額が３１万８,８０

０円、収入未済額が３３５万２,２１５円で歳入の決算を終えてございます。

次のページ、歳出に移ります。

１款総務費、４５３万４,１８９円。１項の総務管理費、４０７万９,０４５円。１目一

般管理費で３６０万２,５９２円。これは、１４４ページの表にございますが、国保情報

データベースシステムの更新、それから電算システムの改修１５３万６,７５０円、これ

が前年度からふえている要因でございまして、９節旅費から２５節の積立金４万８,９４

１円までは例年どおりの執行となってございます。積立金の４万８,９４１円は、基金へ

の積み立てとなります。

それから、２目の連合会負担金４７万６,４５３円は、例年と同様でございます。

２項の徴税費、４０万９,３９４円。十勝圏複合事務組合に負担金として２２万５８９

円を負担をして、２人４件５４万２,７１４円を引き継ぎましたが、２人３件３４万９,８

１４円を収納してございます。

それから、３項の運営協議会費１目の運営協議会費４万５,７５０円。これは、１節報

酬から次のページの９節旅費までは例年どおりの執行となります。

それから、２款保険給付費１項療養諸費の１目一般被保険者療養給付費、１９節ですが

２億３,８６２万８,０８６円でして、前年から見ると５０１万５,０５５円ほどふえてご

ざいます。これは、一般の被保険者１万１,７６２件分で、費用額が３億２,６４２万８,

４５８円の中の保険者負担分が２億３,８６２万８,０８６円ということになります。

それから、２目の退職被保険者等療養給付費１,０８７万３,６３２円で、前年度から見

ると６０５万９,０００円ほど落ちてございます。退職被保険者７４４件分の費用額１,５

５３万４,０６０円の保険者負担分が１,０８７万３,６３２円となってございます。
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それから、３目の一般被保険者療養費、１９節ですが１３０万３９０円でございます。

一般が１７６人でして、件数で２０４件でございます。

それから、４目退職被保険者等療養費、１９節、５万９,５０７円。退職者９件の分で

ございます。

それから、５目審査支払手数料は、５６万７,９１５円。

２項の高額療養費、一般被保険者分が３,３７６万９,８４０円、一般被保険者４５８件

分の高額療養費となります。

それから、退職者分が１０４万４,８２４円。退職被保険者１２件分の金額１０４万４,

８２４円でございます。

それから、３目の一般被保険者高額介護合算療養費、１７８円。１人分でございます。

それから、４項の出産育児諸費で出産育児一時金ですが、予算では１２６万円、３人分

を見てございましたけれども、出産件数がゼロ件ということで未執行となってございま

す。

それから、５項葬祭諸費の１９節、５万円は、葬祭費５件分でございます。

それから、３款後期高齢者支援金等で、１５１ページになりますけれども、１９節で

４,２６１万５,６６７円。

４款前期高齢者納付金等は、４万１,６８２円。

５款老人保健拠出金については２,２２６円。

それから、介護保険給付費納付金が１,８５０万５,８０６円で、前年度から見ると１９

８万８,２９６円ほどふえてございます。

それから、共同事業拠出金につきましては１,７１６万９,７８５円。前年度から見る

と、１１４万４,０００円ほど減額になってございます。

それから、保険財政共同安定化事業拠出金でありますけれども、４,８９７万７,４６９

円で、前年度から見ると１８５万４,０００円ほど落ちてございます。

それから、８款保健事業費１項の特定健康診査等事業費、２２３万８,９１２円であり

ます。委託料で１９３万７,３５９円。これは。健診２５３人分１８７万２８５円が主な

ものでございます。ちなみに、特定健診受診率の見込みについては、目標４５％ですけれ

ども、４６.３％の見込みでございます。それから、１８節備品購入費１１万６,８６５円

は、健診用データの管理用のパソコン１台でございます。

２項保健事業費、１３０万４,５００円でございます。これについても、１５５ペー

ジ、１３節委託料７４万９,７５８円ですが、これは共同電算処理、それと４０歳未満の

健診１８名分、それからインフルエンザ予防接種１５１名、それから健康教室８回、ふれ

あいの広場ステージ設置・撤去などが内容でございます。

それから、９款諸支出金、３,１２８万８,４８３円。まず、１目の償還金２３節償還金

利子及び割引料１,５１４万４８３円、これは平成２４年度の療養給付費等の交付金の精

算に伴う返還でございます。まず支払基金に１５１万６,５２２円、同じく国へ１,３４７
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万６,５６１円となります。それから、国保税の還付が７人、１１万１,３００円、国保税

の還付加算金が１９人、３万６,１００円が内訳でございます。

それから、３項の繰出金２８節繰出金１,６１４万８,０００円。これは、直診会計への

繰出金でございまして、へき地診療所運営費が１,４６５万７,０００円、医療機器整備分

で１４９万１,０００円でございます。

それから、１０款予備費３００万円については未執行でございます。

歳出合計、予算額４億６,６０１万６,０００円に対し、支出済額４億５,２９７万３,２

３９円、不用額が１,３０４万２,７６１円で決算を終えております。ちなみに、予算流用

件数はございません。

○議長（宮川 寛君） ２時１５分まで休憩いたします。

休憩 午後 １時５７分

再開 午後 ２時１４分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、議案第６５号平成２５年度陸別町国民健康保険直

営診療施設勘定特別会計歳入歳出決算認定について御説明を申し上げます。

１８２ページをお開きください。

説明資料でありまして、第１表、平成２５年度の歳入歳出決算の総括であります。

予算額４億８７３万５,０００円に対して、歳入決算額が４億１,３１０万６,０５３

円、歳出が４億１７５万２,７１５円、差し引き１,１３５万３,３３８円が平成２６年度

への繰り越しとなります。歳入の収納割合は予算に対して１０１.１％、それから歳出の

執行率が９８.３％となっております。

第２表、歳入実績の平成２４年度との比較でありまして、診療収入が２億１,０２４万

９,３４８円で、平成２４年度から見ると２３３万３,５３９円の増となってございます。

一般会計繰入金１億８,０５３万３,０００円で、１５１万円ほど前年度から見るとふえて

おります。

次、歳出、１８４ページ、第３表になります。

２の医業費、平成２５年度分が１億２,７７４万３７０円ということで、前年度から見

ると６１０万６,２３０円ほどふえてございます。３の公債費については、２,９９５万

８,６１０円で、９２万４６８円ほど落ちてございます。

第４表が診療収入収納状況調でございます。

入院については、国保診療報酬分が１３８万２,３７８円、前年度から見ると３３９万

９,０００円ほど落ちてございます。それから、外来については３,５６７万１,１３４円

で、前年度から見ると１２万９,０００円ほど落ちてございます。

それから、社会保険診療報酬については５６万６,４４５円で、前年度から見ると３５

万４,０００円ほど増収となってございます。それから、外来については１,８２２万４１
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円で、前年度比５,４００円ほど落ちてございます。

それから、後期高齢者診療報酬ですが、１,６６９万８,５６２円、前年度から見ると６

６万円ほどふえてございます。外来については、８,６４７万３,２７０円で、前年度から

見ると５３０万５,０００円ほどふえてございます。

介護報酬は、入院はゼロですけれども外来で７２万３,６２８円、３０万５,０００円ほ

ど前年度から見るとふえております。

一部負担金、入院については１８６万６,１１０円、１２万６,０００円ほど前年度より

増。それから、外来については２,８３２万７,７０１円、前年度から１００万５,０００

円ほどふえてございます。

それから、標準負担額６４万３,７５０円、前年度から見ると１３万５,０００円ほどふ

えてございます。

合計、入院については２,１１５万７,２４５円、２１２万２,０００円ほど落ち込んで

ございますが、外来の収入済額１億７,３３５万９,７３０円、前年度から見ると６５２万

９,０００円ほどふえてございます。

第５表が経費別の支出内訳表でございます。この表については、参考にしていただきた

いと思います。

第６表は、患者数及び職員数等調でございます。

入院については、平成２５年度、合計で患者数が１,２３４、１日当たり３.４人でござ

います。それから、外来については、患者数が１万４,８８０人で６９７人ほど、前年度

から見ると患者数の増となっています。１日当たり６０.７人となってございます。

次のページは、職員数調、患者１人１日当たりの診療収入、患者１人１日当たりの薬品

費、それから診療収入に対する投薬等の収入割合の資料でございます。

それでは、１６６ページをお開きください。

１６６ページ、歳入ですけれども、資料３６－１、２に診療所の運営状況調を資料とし

てつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

１款診療収入、収入済額が２億１,０２４万９,３４８円、１項の入院収入が２,１１５

万７,２４５円であります。内訳については、ただいま説明資料で説明した内容でござい

ますので省かせていただきます。なお、一部負担金収入で、前年度に収入未済額が２万

４,０７０円ございましたが、この２節の過年度分２万４,０７０円、全額入ってございま

す。それから、標準負担額収入においても、前年度において、現年度分で５,２５０円の

未収がありましたけれども、過年度収入として５,２５０円、収入として入ってございま

す。

それから、２項外来収入、１億７,３３５万９,７３０円であります。内訳については、

先ほど資料で説明したとおりですので省かせていただきますが、５目の一部負担金収入で

前年度３万５,５８０円の未収がございました。１節の医療給付現年度分で１万６,１６０

円、それから３節医療給付過年度分で１万９,２５０円ございました。これを合わせて、
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一部負担金収入で３万５,５８０円未収でございましたけれども、医療給付過年度分とし

て３万５,５８０円、全額収入済でございます。

それから、６目のその他診療報酬収入で、前年度において現年度分で４万１,４２０円

未収がございましたけれども、過年度として４万１,４２０円、全額収入済でございま

す。

それから、２款の使用料及び手数料、１２０万１,６５３円でございます。行政財産使

用料３万６,９５３円は、自動販売機の使用料でございます。それから、手数料で文書料

８９万１,７００円ございますが、昨年度は未収が１件ございましたけれども、収入済で

ございます。

３款道支出金の施設管理費補助金８５万円は、内視鏡の補助金でありまして、２分の１

分でございます。

それから、４款財産収入の土地建物貸付収入は、医師住宅、医療職員住宅の貸付収入で

ございます。

５款繰入金、１億８,０５３万３,０００円でございます。

次のページ、一般会計からの繰入金、１億６,４３８万５,０００万円ですが、起債償還

分が２,９９５万９,０００円、医療機器整備分が１５１万円、財政対策分が１億３,２９

１万６,０００円の内訳でございます。

それから、国保会計からの繰入金１,６１４万８,０００円ですが、へき地診療所運営分

で１,４６５万７,０００円、医療機器整備分で１４９万１,０００円です。

それから、前年度繰越金が１,５０８万２,０６５円。

７款諸収入の１目雑入１節の私用電話料７,２８０円、２節雑入で４６４万７,８０７

円。内訳としては、嘱託医報酬が２９４万円、社会保険料個人負担分が８２万３,７４７

円、患者外給食代が６３万１,３００円、医療器具の使用料が２０万６,２３０円、合わせ

て４６０万１,２７７円が主なものでございます。

歳入合計、予算額４億８７３万５,０００円に対して収入済額が４億１,３１０万６,０

５３円で、収入未済額はゼロの決算でございます。

次のページ、歳出に移ります。

１款総務費の１目一般管理費、２億４,３１７万７,９４５円。このうち、職員手当等で

１９７万６,３２０円の不用額がございますが、宿直手当で１１４万円、時間外勤務で４

９万８,３５３円、勤勉手当で２７万２,８１０円が主な不用額でございます。それから、

７節の賃金、不用額１４５万９,０１９円ですが、内訳としては、臨時看護師分が６１万

６,２９９円、臨時調理員分が７５万１,２３６円、臨時看護補助員分が９万１,４８０円

が主なものでございます。それから、１１節需用費で５２万９,２９０円の不用額がござ

いますが、消耗品費で１３万２,０００円ほど、燃料費で３４万１,０００円ほどが主な要

因でございます。１３節委託料で５５万６,０６５円の不用額がございますが、医療機器

保守で１６万３,２９０円、清掃業務で６万２,０００円、医療事務で２５万２,５００円
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が主なものでございます。１８節備品購入費で５３万２５０円、これは表もございます

が、電算機器、パソコン２台分でございます。

それから、２項の研修費、８７万５,７９０円です。１目の研究研修費９節の旅費で５

４万６,５４０円の普通旅費の不用額が出ております。

それから、２款医業費１億２,７７４万３７０円で、１項の医業費１億２,５４０万７,

８７９円です。１目医療用機械器具費、備品購入費で、表に記載のとおり、内視鏡殺菌

機、医用テレメーター、気管支スコープ、合わせて４６８万３,０００円が備品費５２８

万６,７４０円の中に入ってございます。

それから、２目の医療用消耗器材費９０３万２,７３２円については、例年と同様の執

行でございます。

それから、３目の医薬品費１億８３７万６,２０７円ですが、内訳として、一般の薬が

１億５１４万４,６５９円、予防接種用のワクチンが１７４万９,３９６円、血液製剤が１

４８万２,１５２円となっております。

それから、４目の検査費は例年どおりの執行となってございます。

５目の寝具費１７万２,１５６円も例年と同様であります。

２項給食費、２３３万２,４９１円。１８節備品購入８万１,４００円で、電気ポット１

台、炊飯器２台の購入をしております。

それから、給食賄材料費、２０３万２１２円。

それから、３款公債費で、元金でございます。償還金元金が２,８８３万１,９４０円、

利子が１１２万６,６７０円。元金で６０万６,０９１円、前年度より減額。それから、利

子についても３１万４,３７７円減額となってございます。

４款予備費については、未執行でございます。

歳出予算４億８７３万５,０００円に対して、支出済額が４億１７５万２,７１５円、不

用額が６９８万２,２８５円、流用が３件、１４５万９,４３１円で歳出の決算を終えてご

ざいます。

１８０ページ、実質収支に関する調書でございます。

歳入総額４億１,３１０万６,０００円、歳出総額４億１７５万３,０００円、差し引き

１,１３５万３,０００円。実質収支が１,１３５万３,０００円でございます。

以上で議案第６５号の説明を終わりまして、次、議案第６６号の説明に移ります。

議案第６６号平成２５年度陸別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、御

説明を申し上げます。

説明資料の２０２ページをお開きください。

２０２ページ、第１表は歳入歳出決算の総括であります。

予算額１億６,６４９万円に対して、歳入決算額が１億６,６２５万１,３５１円、歳出

が１億６,２５０万５,７６２円で、差し引き３７４万５,５８９円が平成２６年度への繰

越金となります。歳入割合は９９.９％、歳出の執行率は９７.６％でございます。
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第２表が歳入の実績比較表でして、まず使用料及び手数料で、収入済額が５,１２３万

５,７６０円、収入未済額で３件、１万１,５１０円あります。一般会計からの繰入金９,

４４７万円、町債が平成２５年度において１,５８０万円ほどございます。収入済額が１

億６,６２５万１,３５１円となります。

この会計でも一般会計からの繰入金が５６.８％を占めておりまして、その次に水道の

使用料関係が３０.８％と、２番目になっております。

２０４ページ、歳出実績表であります。

総務費、施設費、公債費とございますが、公債費で平成２５年度が１億９４２万６,８

１４円であります。平成２４年度と比較しますと、３１９万７,８１５円減額となってお

ります。合計、歳出が１億６,２５０万５,７６２円となります。

それから、第４表は水道使用料徴収実績でありまして、陸別地区が、収入済額が５,１

１４万７,７６０円。内訳として、一般用が３,７３８万４,７５０円、営業用が３１５万

２,３７０円、事業用が６２３万５,２００円、団体用が３８０万２００円、浴場営業用が

５１万６,０４０円、臨時用が５万９,２００円となってございます。なお、臨時用につい

ては９件でございます。

それから、用途別給水戸数、３月末ですけれども、一般用が１,０１７戸、前年度から

見ると２２戸減ってございます。営業用は２８戸、前年度と同じです。事業用で４５戸、

前年度より１戸落ちてございます。合わせて１,０９７戸、前年度から見ると２３戸減と

なってございます。

それから、２０６ページは給水状況調べでございます。

４月から３月、給水量が２９万５,３２９立方メートル、１日平均給水量が８０９立方

メートル、給水人口は２,３００人、１人１日平均の給水量が３５２リットルでございま

す。

給水量については、前年度から見ると７,０３３立方メートルの減、１日平均給水量も

前年度から見ると１９立方メートルの減、給水人口については４７人の減、１人１日平均

給水量については、前年度に比べると１リットルの減となってございます。

それでは、歳入の１９２ページをお開きください。

歳入。

１款の使用料及び手数料１目の水道使用料、５,１１４万７,７６０円。未収が１万１,

５１０円、３件ございましたが、８月末までに全額収入済でございます。

それから、水道手数料、設計手数料８万８,０００円。これは、新設工事の分が７件、

その他工事が８件、８万８,０００円でございます。

それから３款繰入金、一般会計からの繰入金９,４４７万円。これは、建設改良分が５,

７５４万円、高料金対策が３,０７５万８,０００円、財政対策分が６１７万２,０００円

でございます。

それから、前年度繰越金が４０４万１,８７３円でございます。
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それから、５款の諸収入１節の雑入７０万３,７１８円は、下水道料金事務負担金でご

ざいます。

それから、６款町債、簡易水道事業債１,５８０万円で、これは配水管整備に充てるも

のでして、過疎債が１５０万円、簡易水道事業債が１,４３０万円でございます。

合計、予算額１億６,６４９万円に対して、収入済額が１億６,６２５万１,３５１円

で、収入未済額が１万１,５１０円、これは既に８月までに入金済みでありますけれど

も、以上で決算を終えてございます。

次、１９６ページ、歳出ですが、１款総務費の１目一般管理費１,７６５万２,２６３

円。前年度から見ると、５３４万８,８００円ほどふえてございます。大きな要因とすれ

ば、公課費６１７万７,４００円、前年度から見ると５８０万６,２００円ほどふえてござ

います。これは、消費税の関係でございまして、平成２４年度確定分が３９９万４,６０

０円、平成２５年度中間納付額が２１８万２,８００円の内訳となっております。この公

課費の増額が一般管理費がふえている要因でございます。

それから、２款の施設費、施設維持費１,９４１万６,５６０円。１９６ページの表にあ

ります水道メーター更新、施設設備改修が主な内容でございます。需用費で３２万１,５

０７円の不用額がございますが、これは燃料費２８万４,２９１円が主なものでございま

す。

前に戻りまして、職員手当等で４１万７,７５０円の不用額がございますが、これは時

間外勤務手当の３９万８,４５１円が主なものでございます。

それから、委託料、９３万５,１４３円の不用額がございますが、管路等の修繕４８万

４,０００円、メーター取りかえで１９万３,０００円、施設保全作業１４万９,７００

円、施設設備の改修８万８,０００円が主な内容でございます。

１９９ページ、１８節備品購入費で３４７万４,０３０円。これは、水道メーター更新

に１６８戸分、それから新設のメーター１８戸分の３４７万４,０３０円でございます。

２目施設新設改良費、１,６０１万１２５円。ここでふえておりますのは、工事請負費

１,４５３万２,０００円でございます。これは、元町地区の配水管新設の測量に委託料が

１４７万２,６２５円でございます。それから、工事請負費１,４５３万２,０００円は、

この表に記載の三つの工事費の合計１,４５３万２,０００円となります。

それから、３款公債費１目元金２３節償還金利子及び割引料、７,５２０万５,７３８

円。これは元金でございます。前年から見ると、８２万７,４９５円の減。

それから、利子では、３,４２２万１,０７６円、前年から見ると２３７万円ほどの減額

となってございます。

４款予備費は未執行でございます。

歳出総額１億６,６４９万円の予算に対して、支出済額が１億６,２５０万５,７６２

円、不用額が３９８万４,２３８円、流用はございません。

以上で歳出の決算は終えております。
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２００ページ、実質収支に関する調書であります。

歳入総額１億６,６２５万１,０００円、歳出総額１億６,２５０万５,０００円、差し引

き３７４万６,０００円。実質収支が同額の３７４万６,０００円であります。

以上で議案第６６号の説明を終わりまして、次、議案第６７号の説明に移ります。

議案第６７号平成２５年度陸別町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、

説明を申し上げます。

説明資料２２０ページをお開きください。

２２０ページ、第１表、歳入歳出決算の総括であります。

予算額１億２,５３０万８,０００円に対して、決算額、歳入１億２,５２５万８,９８８

円、歳出決算額が１億２,３１９万５,８１９円で、差し引き２０６万３,１６９円が平成

２６年度への繰越金となります。予算に対する歳入は１００％、歳出の執行率は９８.３

％でございます。

それから、第２表の歳入実績最近年度比較表でございます。

２款の使用料及び手数料、収入済額が２,４０１万２,０７０円、収入未済が２件６,３

５０円です。

それから、４の繰入金８,３２２万２,０００円で、前年度比４１６万４,０００円の減

となっております。

合計、歳入、収入済額が１億２,５２５万８,９８８円となります。

それから、第３表、２２２ページは歳出の比較表であります。

事業費において、平成２５年度１,９４９万２,９９５円、前年度比１,５２７万７,８１

９円の増でございます。公債費においては、５,４１７万９,８００円で、前年度と比べる

と５８０万３,８１９円の減となってございます。合計支出済額が１億２,３１９万５,８

１９円、前年度から見ると１,００２万５,４３９円の増となります。

２２３ページ、下水道使用料徴収実績調でございます。

陸別処理区で収入済額２,３９４万８,０７０円、未収が６,３５０円ございます。内訳

として、一般用が２,３６２万５２０円、前年度から見ると１０万５,５６０円の減でござ

います。公衆浴場が３２万７,５５０円、前年度から見ると９,１００円ほどふえてござい

ます。合計２,３９４万８,０７０円。

処理状況、３月末現在ですが、処理人口が１,９６５人、前年度から見ると３０人ほど

落ちてございます。水洗化人口１,７２６人、前年から見ると１９人ほど落ちておりま

す。水洗化率８７.８％、前年から見ると０.３ポイント上がってございます。

それでは、歳入の２１０ページをお開きください。

歳入。

１款分担金及び負担金です。これは４０万円。平成２４年度分が８戸２０万円、それか

ら平成２５年度分８戸２０万円でございます。

下水道使用料が２,３９４万８,０７０円。６,３５０円の未収ですが、８月末までに全
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額収入済でございます。

下水道手数料が６万４,０００円。新設工事６件、その他工事審査４件でございます。

それから、下水道事業補助金６２７万３,７５０円。これは、社会資本整備交付金の下

水道長寿命化基本計画策定２０２万１,２５０円、それから元町１号通りの補助金、これ

も２分の１分ですけれども、４２５万２,５００円となります。

それから、一般会計繰入金は８,３２２万２,０００円。内訳として、建設改良分が６９

３万７,０００円、財政対策分が７,６２８万５,０００円でございます。

前年度繰越金が２３５万１,１６８円。

下水道事業債９００万円で、過疎債が９０万円、下水道事業債が８１０万円でございま

す。

歳入合計１億２,５３０万８,０００円の予算に対して、収入済額１億２,５２５万８,９

８８円、収入未済額６,３５０円、これは既に収納済みでありますけれども、以上で歳入

の決算を終えております。

次、歳出。

１款総務費１目の一般管理費１,０２９万６,３５３円。これは、職員人件費が主なもの

でございますが、２１４ページの表、施設維持管理ということで、各事業を記載しており

ます。２７節の公課費３４万３,３００円、これは消費税ですけれども、平成２４年度確

定分の金額でございます。

それから、２款施設費の施設維持費３,９２２万６,６７１円。増の要因は、７３７万

３,２６４円、３１０万７,０００円ほどふえておりますが、この表の中の３行目の浄化セ

ンター２系最終沈殿池機械設備修繕、その下の水流量計修繕、天窓雨漏り修繕、この三

つ、３２６万２,３５０円が増の要因でございます。

それから、２１６ページ、３款事業費、下水道建設費でございます。１,９４９万２,９

９５円で、前年度から見ると１,５２７万７,０００円ほどふえてございます。大きいもの

として、工事請負費で１,２８５万２,０００円、前年度から見ると１,１９５万９,０００

円ほどふえております。それと、委託料も６４８万６,３７５円で、３３３万６,３７５円

ふえております。委託料の増額の要因としては、この表の中の一番上の長寿命化策定委託

業務４０４万２,５００円、それから元町地区の測量設計１４１万４,８７５円、公共下水

道汚水管渠地質調査が１０２万９,０００円でございます。それから、工事請負費は、そ

の下の公共下水道汚水管渠新設工事８５０万５,０００円、その下の２３６万２,５００

円、その下の１９８万４,５００円でございます。

４款公債費は、償還元金で、償還金利子及び割引料で４,２３０万８,５５５円、４９９

万８,０００円ほど前年度からの減。

それから、利子で１,１８７万１,２４５円。前年度から見ると、８０万５,０００円ほ

ど減となっております。

５款予備費は、未執行でございます。
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歳出総額１億２,５３０万８,０００円の予算に対して、支出済額が１億２,３１９万５,

８１９円、不用額２１１万２,１８１円で歳出を終えてございます。

予算流用はございません。

次のページ、２１８ページです。

実質収支に関する調書。

歳入総額１億２,５２５万９,０００円、歳出総額１億２,３１９万６,０００円、差し引

き２０６万３,０００円。実質収支が２０６万３,０００円となります。

以上で議案第６７号を終わりまして、次、議案第６８号に移ります。

議案第６８号平成２５年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定につい

て、説明を申し上げます。

決算書の２５２ページをお開きください。

２５２ページは、第１表、歳入歳出決算の総括でありまして、予算額２億５,６２８万

７,０００円に対して、歳入決算額２億５,６７９万５,１６０円、歳出決算額２億５,０９

１万１,７２２円、差し引き５８８万３,４３８円が平成２６年度への繰越金となります。

予算に対する決算額の比率、歳入については１００.２％、歳出については９７.９％の執

行率でございます。

第２表については、歳入実績表でございます。

まず、介護保険料、平成２５年度においては３,２３５万５,１５４円、不納欠損が８万

９,１００円、これは２件分でございます。収入未済額２１万７,２３３円、これは４件分

でございます。それから、一般会計からの繰入金４,８２３万９,０００円。繰越金が平成

２５年度１,０８１万６,８０８円と、３９４万５,７２７円ほどふえてございます。合計

で２億５,６７９万５,１６０円。前年度から見ると、２,１９５万６,９１６円収入増と

なってございます。

それから、第３表、歳出実績でございます。

２の保険給付費で２億２,８５０万８,３８０円、前年度から見ると１,８９５万３,４４

３円の増。

それから、地域支援事業費につきましては、２３０万３,１８３円で、９０万８,２６８

円の減額。

それから、基金積立金、１,２５４万１,３０８円で、１,１３４万８,９２９円の増とな

ります。

合計２億５,０９１万１,７２２円、前年度比２,６８９万２８６円の増となります。

それから、第４表、介護保険料の収納額調ですが、平成２５年度調定額３,２４９万３,

１８７円に対して３,２３５万５,１５４円の収入、収入未済額が現年度分で１３万８,０

３３円、これは５人の５件でございます。それから、滞納繰越分で調定額１６万８,３０

０円、収入済額はございません。不納欠損で８万９,１００円の２件、収入未済額で２人

２件７万９,２００円となります。
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それでは、２３０ページ、歳入をお開きください。

歳入になります。

介護保険の実施状況については、資料ナンバー３７－１、２につけておりますので、後

ほどごらんをいただきたいと思います。

１款の介護保険料ですが、現年度分で３,２３５万５,１５４円、収入未済額、現年度分

１３万８,０３３円で、５人５件分でございます。滞納繰越分で不納欠損が８万９,１００

円、２人２件、収入未済が７万９,２００円で２人２件でございます。合わせて収入未済

額２１万７,２３３円、７人７件分、不納欠損が８万９,１００円で、２人２件でございま

す。

被保数ですが、平成２５年４月１日では９２４人でありました。平成２６年３月３１日

では９２７人ということで、年度当初から見ると、年度末で３人ふえていることになりま

す。

それから、２款国庫支出金、介護給付費負担金、現年度分で３,９５６万２,４１５円、

過年度分で９１万３,４９９円です。

国庫補助金、調整交付金１,９９４万８,０００円。

地域支援事業交付金６７万３,５９５円。これは、介護予防で２１万４,９９９円、包括

的支援事業、任意事業、合わせて４５万８,５９６円となります。

それから、事業費補助金１２万６,０００円。これは、システム改修補助金でございま

す。

それから、３款道支出金で介護給付費負担金、現年度分が３,１６４万９,６１６円、過

年度分が２５５万９,２４１円となります。

それから、道補助金、地域支援事業交付金、現年度分３３万６,７９７円。これは、介

護予防事業で１０万７,５００円、包括的支援事業、任意事業で３２万９,２９７円となり

ます。

４款支払基金交付金、介護給付費交付金、現年度分が６,６６２万円、過年度分が１８

６万１,９３２円。

地域支援事業支援交付金で現年度分５６万２,０００円。これは、介護予防事業の交付

金になります。

それから、５款の財産収入１目の利子及び配当金１節の利子及び配当金７,３８３円

は、基金利子でございます。平成２５年度末現在で、基金は１,８１１万３,５１５円の残

高となります。

６款繰入金、一般会計繰入金で介護給付費繰入金が２,８９３万７,０００円、事務費繰

入金が５２０万円、地域支援事業繰入金が３４万５,０００円となってございます。

それから、基金繰入金、これは基金を取り崩した金額ですが、１,３７５万７,０００

円。

前年度繰越金が１,０８１万６,８０８円となります。
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８款諸収入ですが、３項の雑入５６万３,７２０円。

４目の雑入１節雑入で５６万３,７２０円。これは、介護扶助の審査判定業務費、国保

連から入ってくる金額５６万３,７２０円であります。

歳入総額２億５,６２８万７,０００円の予算に対して、調定額２億５,７１０万１,４９

３円、収入済額が２億５,６７９万５,１６０円、不納欠損額が８万９,１００円、収入未

済額が２１万７,２３３円で決算を終えてございます。

次、歳出、２３８ページになります。

１款総務費、一般管理費３７万１,４０９円。前年度から見ると、２３万６,２８２円ほ

どふえてございます。これは、１９節負担金補助及び交付金の２５万２,０００円、表に

もございますが、介護保険電算システム改修２５万２,０００円、これが増の要因でござ

います。

それから、賦課徴収費、介護認定審査会費、これらについては例年どおりの執行となっ

てございます。

２款保険給付費２億２,８５０万８,３８０円。前年度から見ると、１,８９５万３,４４

３円の増となってございます。

１項介護サービス等諸費１目の居宅介護サービス給付費１９節、１億１,２１９万３,４

８７円ですが、第５期計画で、平成２５年度分ですが、延べ利用者が１,２２３人と見て

おりましたけれども、実績として１,２１１人で、１２名の減となります。

それから、２目居宅介護サービス計画給付費６７８万４,６５０円。平成２５年度延べ

利用者は、５１４名でございます。

それから、３目施設介護サービス給付費８,５７９万１,１５０円。第５期計画の３２４

人の見込みですが、実質３５２人、２８名の増でございます。

それから、４目居宅介護福祉用具購入費、１９節、４０万９,４１０円。これは、１２

件見込みましたけれども、１０件で終わりでございます。マイナス２件。

それから、５目居宅介護住宅改修費８３万２,２７９円。これは、第５期計画では１２

件と見込んでおりましたけれども７件と、マイナス５件でございます。

それから、２項の介護予防サービス等諸費、１目介護予防サービス給付費、１９節です

が、７３９万３,３６５円。延べ利用者を３６８人と見込みましたが、実績として２８０

人、８８人の減でございます。

それから、２目介護予防サービス計画給付費、１９節、８２万８,１６０円。利用者は

１９４名でございます。

それから、３目介護予防福祉用具購入費、２４３ページですが、１４万４,９２５円。

８件と見込んでおりましたけれども実績は５件、マイナス３件でございます。

４目介護予防住宅改修費２１万５,１００円。１２件と見込んでおりましたけれども３

件、マイナス９件でございます。

それから、４項の高額介護サービス等費１目の高額介護サービス費１９節４５２万１,
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５１３円。これは、実人員４８名分。

それから、その下、高額介護予防サービス費、１９節、２,７４１円。これは、実人員

１名分でございます。

それから、５項の高額医療合算介護サービス等費１目の高額医療合算介護サービス費１

９節、１００万２,８７６円。これは、実人員で４０名分でございます。

それから、６項の特定入所者介護サービス等費１目の特定入所者介護サービス費です

が、１９節で８２０万２,５１０円。実人員で２９４名分でございます。

３目の特定入所者介護予防サービス費１万２,２７０円。これは、実人員３名分でござ

います。

３款の地域支援事業費１項の介護予防事業費１目一次予防事業費、２目の二次予防事業

費は、例年どおりの執行状況でございます。ただ、一次予防事業費の８節報償費１０万

９,０８０円は、介護予防教室、健康講座９回分、それから１３節委託料１１万９,５８０

円、これは社協に委託しておりますけれども、介護予防の普及啓発事業、ふまねっと運動

８２回分の委託料でございます。

それから、２項の包括的支援事業費、１目介護予防ケアマネジメント事業費で８６万

２,０３３円。１３節委託料で５５万４,３６０円。これは、介護予防サービス計画の関係

でして、北勝光生会に２２件、社協に１０３件、町外の機関に６件で、合わせて１３１件

分でございます。

それから、２目の任意事業費５９万２,１６４円。委託料５６万５,６６８円。社協に、

地域支援事業として介護用品給付事業１８万４,３００円、同じく社協に食の自立支援事

業２８万１,３６８円、それからＮＰＯに介護教室等開催事業１０万円の委託料でござい

ます。

それから、４款基金積立金は１,２５４万１,３８０円。

それから、５款諸支出金の１項償還金及び還付加算金１目の第１号被保険者保険料還付

金２３節、１万９,８００円。これは、平成２４年度の６人分の保険料還付でございま

す。

それから、２目の介護給付費負担金等返還金２３節、３６１万７,５５５円。これは、

平成２４年度の介護給付費、それから地域支援事業費の確定に伴う国、道、支払基金、一

般会計への返還金でございます。国に２０万８,０１５円、北海道に２２万１,９１５円、

支払基金に５０万６,０９６円、町へ２６８万１,５２９円の返還の内訳でございます。

６款予備費については、未執行でございます。

歳出予算２億５,６２８万７,０００円に対して、支出済額が２億５,０９１万１,７２２

円、不用額５３７万５,２７８円で歳出の決算を終えてございます。

２５０ページは、実質収支に関する調書でございます。

１、歳入総額２億５,６７９万５,０００円、２の歳出総額２億５,０９１万２,０００

円、差し引き５８８万３,０００円。実質収支額５８８万３,０００円でございます。
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以上で議案第６８号を終わりまして、次、議案第６９号の説明に移ります。

議案第６９号平成２５年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について説

明いたします。

２７０ページをお開きください。

第１表は歳入歳出決算の総括でありまして、予算額３,７５０万９,０００円に対して、

歳入決算額が３,７１０万３,８８０円、歳出決算額が３,７１０万３,８８０円で、差し引

き収支ゼロの決算でございます。収入については９８.９％、歳出の執行率は９８.９％で

ございます。

第２表、保険料収納額調については、平成２５年度２,１３８万４,２００円、調定と収

入済額は同額でございます。

２７１ページ、第３表は歳入実績表でございます。

後期高齢者医療保険料が２,１３８万４,２００円、繰入金が１,５０９万５,４４３円、

諸収入で３０万３５０円、広域連合の支出金が３２万３,８８７円、合わせて３,７１０万

３,８８０円です。

第４表は歳出の実績表です。

広域連合納付金が３,５４２万６,７６２円であります。合計３,７１０万３,８８０円で

ございます。

２５８ページ、歳入をお開きください。

歳入でございますが、説明資料ナンバー３８に決算フロー図をつけてございます。一般

会計と後期高齢者医療特別会計との会計間の予算、決算の流れを記載したものをつけてお

りますので、ごらんをいただきたいと思います。

１款の後期高齢者医療保険料で特別徴収保険料、現年分が１,２７２万９,０００円です

が、普通徴収保険料１８７人、現年分で８６５万５,２００円。特別徴収のほうは４６４

人であります。普通徴収が１８２人ですけれども、重複している方が５６名ほどございま

す。

それから、被保数ですが、平成２５年度当初においては５６３人、平成２５年度末にお

いては５７０人ということで、７名ほど被保数がふえている状況でございます。

３款繰入金です。１項他会計繰入金、１目事務費繰入金２４２万８,８８１円。広域連

合事務費１３７万６,０００円、町単独分で１０５万２,８８１円となっております。内訳

としては、インフルエンザ予防接種分が６９万８,５３０円、それから事務費分が３５万

４,３５１円となります。

それから、２目保険基盤安定繰入金１,２６６万６,５６２円。北海道分９４９万９,９

２１円、これは４分の３分です。それから町分４分の１分が３１６万６,６４１円の内訳

でございます。

５款諸収入では、３０万３５０円で、１項の延滞金及び過料１目の延滞金ではゼロ。

それから、２項償還金及び還付加算金１目の還付加算金１節の還付加算金で２万８,１
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００円。平成２４年度分の、広域連合から１１名分の歳入でございます。

それから、２目保険料還付金が８万６,６００円。これも同様に、広域連合から９名分

でございます。

それから、３項の雑入１目の雑入ですが、１８万５,６５０円。健診個人負担分が２３

人分１万１,５００円、広域連合から健診委託料１７万４,１５０円の内訳です。

それから、６款の広域連合支出金ですが、１節広域連合交付金３２万３,８８７円は、

円滑運営臨時特例交付金、広報用として７万３,８８７円、すこやか推進事業補助金、こ

れはインフルエンザ予防接種の補助ですが２５万円となっております。

歳入合計、予算３,７５０万９,０００円に対して、調定額３,７１０万３,８８０円、収

入済額も１００％収入で３,７１０万３,８８０円の決算でございます。

次に、歳出、２６４ページですけれども、１款総務費１目の一般管理費１５６万２,４

１８円。この中で１３節委託料１０６万８,０８４円ですが、インフルエンザ予防接種で

９２万円、３６８人分、それから健診１３万７,３１０円、２４人分、電算処理で１万７

７４円の内訳でございます。

２款の後期高齢者医療広域連合納付金、１９節ですが、３,５４２万６,７６２円。これ

は、保険基盤安定分で１,２６６万６,５６２円、事務費分で１３７万６,０００円、保険

料分で２,１３８万４,２００円の内訳となっております。

３款諸支出金の１項償還金及び還付加算金１目の保険料還付金、２３節、８万６,６０

０円は９人分、それから、２目の還付加算金は２万８,１００円、１１人分。これは、歳

入同額でございます。

４款予備費は、１件、２万７,１００円の充当でございます。

歳出合計、予算３,７５０万９,０００円に対して、支出済額が３,７１０万３,８８０

円、不用額４０万５,１２０円で決算を終えてございます。

予算流用はございません。

２６８ページ、実質収支に関する調書であります。

１、歳入総額３,７１０万３,０００円、２、歳出総額３,７１０万３,０００円、差し引

き金額はゼロ。したがって、実質収支もゼロ円でございます。

以上で、議案第６３号から議案第６９号までの説明を終わらせていただきます。

以後、御質問によってお答えをしたいと思っておりますので、御審議のほどよろしくお

願い申し上げます。

以上です。

○議長（宮川 寛君） 副町長におかれましては、大変お疲れさまでした。

平成２５年度各会計の決算について、監査委員の意見書が配付されておりますが、代表

監査委員が出席されておりますので、意見書の内容に不明な点などがあれば、この際、質

疑を許します。

質疑はありませんか。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 質疑なしと認め、監査委員に対する質疑を終わります。

平成２５年度各会計の決算認定にかかわる質疑、討論、採決は、本定例会初日の決定の

とおり、第１６日目の９月２４日以降に行います。

────────────────────────────────────

◎延会の議決

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） これで、本日の日程は終了いたしました。

これにて延会したいと思います。御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

────────────────────────────────────

◎延会宣告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認め、これにて延会いたします。

延会 午後 ３時１５分


